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例 言
1 本書は、山梨県韮崎市水神三丁目青坂地内に所在する、滝坂遺跡の発掘調査報告書である。調査は、茅野北杜韮崎
線道路改良工事に先立ち実施された。

2 発掘調査および報告書作成は、山梨県中北建設事務所から委託を受けた、財団法人山梨文化財研究所が行った。
3 発掘調査は、平成 19年 4月 16日 ～平成 20年 1月 31日 に実施した。
4 本書の執筆・編集の分担は以下の通りである。
執筆・編集    入江俊行 (lPll山梨文化財研究所)
第 3章第 3節 (2)長尾宗史 (駒澤大学大学院博士後期課程)

第 3章第4節   保坂康夫 (山梨県立考古博物館)
第4章第 1節   河西 学 (m山梨文化財研究所)
第4章第 2節   パリノ・サーヴェイい
5 発掘調査および報告書作成作業等において、以下の業務を各機関に委託した。
基準点測量・空中写真撮影・遺構図面作成 伽テクノプランニング
金属製品保存処理 lMl山梨文化財研究所

放射性炭素年代測定・樹種同定・種実同定 パリノ・サーヴェイい
6 出土遺物について、次の各氏からご指導を頂いた。 (敬称略)
石器の石材について 121山梨文化財研究所 河西学
陶磁器について   東京大学埋蔵文化財調査室 堀内秀樹
7 発掘調査から報告書作成に至るまで、以下の諸氏、諸機関からご教示、ご配慮を賜った。記して感謝申し上げたい。
(敬称略・順不同)

韮崎市教育委員会、山下孝司、関間俊明、萩原三雄、鈴木稔、畑大介、宮澤公雄、櫛原功一、平野修、中山千恵、室伏徹、

西野吉論、杉本悠樹、副島蔵人

8 引用・参考文献、註はそれぞれ節末等に示した。
9 本書に関わる出土品および図面・写真等の諸記録類は、韮崎市教育委員会が保管している。

凡 例

1 遺構全体図に示したX'Y数値は、平面直角座標第Ⅷ系 (原点 :北緯 36° 00′ 00″  東経 138° 00′ 00〃 )に基
づく座標数値である (世界測地系数値)。 各遺構平面図の北を示す方位は、座標北である。

2 グリッドは調査区北西隅の (X=-31220,Y=-5480)地点を原点として、10mのメッシュに設定した。南北方
向を 1～ 23、 東西方向をA～ Hと した。

3 遺構の縮尺は統一していないが、各図において縮尺を明示している。
遺物の縮尺は、土器、石器、陶磁器、金属製品いずれも1/3を基本とした。それ以外の縮尺のものについても図に

おいて縮尺を明示している。

4 土層説明における土色表示は農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版 標準土色帖」(2006年版)を使
用した。

5 第 1図は国土地理院発行の 25000分の 1地形図「韮崎」を使用した。
6 写真図版の縮尺は統一されていない。
7 遺物写真図版に示した香号は「第○図の○番」のように、姑応する図版番号を示す。(例 35-1→第 35図の 1)
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第 1章 経 過

第 1節 調査の経過
今回調査対象となった滝坂遺跡は、韮崎市水神三丁目青坂地内に位置する。遺跡は韮崎市の中央部を南北に細長く走

る七里岩台地上に立地している。同じ台地上で近接する遺跡としては、著名な坂井遺跡 (縄文・古墳・平安)や坂井南

遺跡 (縄文、古墳、平安)、 天神前遺跡 (縄文)、 新府城跡 (中世)な どがあり、これらを俯厳すると、北から新府城跡、

天神前遺跡、坂井遺跡、坂井南遺跡とならぶ。滝坂遺跡はさらにその南側の緩斜面上に位置する。この斜面は南西に向

かって緩い傾斜となり、途中釜無川左岸に向かって落ちる断崖がある。

調査当該地は従来畑地として利用されてきた。平成 18年 に県道整備事業として、茅野北杜韮崎線道路改良工事が行

われるに先立ち、韮崎市教育委員会によって試掘調査が実施された。

その結果、土坑または溝と判定できる遺構が数基確認され、遺物は地表面に土器・陶磁器片などが散布していた。試

掘 トレンチ内の遺物は些少であったが、打製石斧などの石器が検出された。このような成果から、韮崎市教育委員会で

は工事着工前に同地内のうち、約 9200∬ を調査対象とした埋蔵文化財の緊急発掘調査が必要であると判断した。

事業主体者の中北建設事務所、韮崎市教育委員会で協議を行った結果、財団法人山梨文化財研究所と三者協定を締結

し、調査にあたることとなった。

調査体制

○業務委託者 中北建設事務所

○業務受託者及び調査実施者 財団法人 山梨文化財研究所 (理事長 沖永荘一)

○調査担当者 櫛原功― (財団法人 山梨文化財研究所 考古第 2研究室長 )

中山千恵 (財団法人 山梨文化財研究所 研究貝 )

入江俊行 (財団法人 山梨文化財研究所 調査員)

○調査員 長尾宗史 (駒澤大学大学院博士後期課程)

○発掘調査参加者

秋山高之助、伊井賃、飯野金雄、飯室恵子、大芝大雄、大森隼、小沢正臣、河西悦子、河西久洋、河西元彦、木尾美樹、

河野敏彦、坂本行臣、鮫田勝夫、茂内達、清水英二郎、清水征二、清水千三、清水泰子、清水恵、諏訪善生、醍醐三郎、

高嶋稔、武井智美、武井美知子、間中健二、田中美代子、筒井聡、手塚松雄、東條幹雄、中込政吉、野崎和男、

長谷川規愛、早川栄蔵、早川万千代、原島進、平賀早苗、藤原五月、藤巻英子、藤巻敏弥、保坂菊雄、保坂忠、

宮川昌蔵、望月勝子、守屋敏子、山本邦春、由井悦雄、由井秀子、渡辺勝明

○整理作業参加者

岩崎満佐子、小澤恵津子、角屋さえ子、梶原薫、工藤忠誠、小林典子、小林祐子、斉藤ひろみ、須田泰美、

竜沢みち子、田中真紀美、手塚理恵、手塚由美、西海真紀、原野ゆかり、林紀子、広瀬悦子、藤井多恵子、

柳本千恵子、矢房静江、横田杏子

第 2節 発掘作業の経過
平成 19年

4月 10日 事前協議。
4月 16日  調査区内に残存している樹木の抜根・運搬を重機にて行う。

4月 18日 重機にて表土掘削を開始。遺構検出作業。

5月 22日  14溝 (埋没谷)の掘削開始。

6月 20日  一部残っていた表土を重機にて掘削。
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7月 6日

7月 13日

7月 14日

8月 27日

9月 18日

9月 19日

10月 3日

10月 10日

11月 8日

12月

平成 20年

1月 18日

1月 31日

第 1回 日の空撮を実施。

14溝 (埋没谷)の調査終了。

い小沢工業所による排水溝工事に伴って道路の使用が不可能になったため、

工事終了まで発掘調査を休止。

発掘調査再開。

2溝調査終了。

第 2回 目の空撮を実施。Ⅲ区調査開始。

遺構の無い部分に地質調査用のテストピットを 2ヶ所設定して掘削する。

土壌サンプル摘出作業。 9溝 。10溝の調査。

第 3回 目の空撮を実施。Ⅳ区調査開始。建物址の調査。4溝・5溝の調査。

6溝・ 7溝 。18溝の調査。

第 4回 目の空撮を実施。

発掘調査終了。

第 3節 整理作業等の経過
発掘調査終了後、報告書作成のための整理作業を山梨文化財研究所内 (笛吹市石和町四日市場 1566)で 実施した。

出土遺物は洗浄した後、「遺跡名」「遺構名」「取上番号」等の情報をポスターカラーで注記した。14号溝の取上げ番

号 500と い)情報をもった遺物ならば、「タキサカ 14ミ ゾ 500」 という表記になる。ただし、微小遺物に関しては、「タ

キサカ」の表記を「タキ」とするなどの省略がある。そして、接合関係を検討した後、抽出した遺物の実測・トレース

を行い、Adobe lnDesignCS(version3 0J)を 使用して、版下を作成した。遺物の写真撮影は、PENTAX Corporation

製のデジタルー眼レフカメラK10Dを使用した。

遺構図面の整理については、 トータルステーションで測量したデータを (株)CUBIC製 の「遺構くん」を用いて図
面整理を行った。これらの作業と並行して、写真整理、自然化学分析、保存処理、原稿執筆を行った。

第 2章 遺跡の位置と環境
第 1節 地理的環境
滝坂遺跡の所在する韮崎市は、山梨県の北西の一角を占め、北に北杜市、東に甲斐市、南に南アルプス市とそれぞれ

隣接している。市内の東西にはそれぞれ釜無川、塩川が南流しており、それら両河川に挟まれた南北に長い舌状の韮崎

台地は、古くからその形状から「七里岩」とも呼ばれてきた。川の浸食により形成された断崖は、平地に立って横から

見ると、屏風のようにも見える。また、鳥欧すると人ヶ岳南麓の先端に位置することがわかり、人ヶ岳岩屑流によって

形成されたといわれている。

この台地上は起伏に富んだ地形を呈し、主に畑地や呆樹園として利用されている。近年では、工場や住宅街なども建

てられて、開発の対象にもなってきている。

今回、調査の対象となった滝坂遺跡は、畑地として利用されてきた地点であり、北東から南西へかけて緩やかに降っ

ていく斜面地となっており、かねて土器片などの遺物が散布することが認められていた。地形上、夏から秋にかけての

大雨時には、雨水が濁流となって西側の低い部分へ流れ込み、多くの土砂が下方へ流されることもあり、本遺跡に散布

する遺物の出自を考える上で、留めておくべき視点となる。

本遺跡はこのような地点に立地し、標高は最も高い調査区の北東隅で 422.9m、 最も低い南西隅で414.lmを 測る。

第 2節 歴史的環境
滝坂遺跡の所在する韮崎台地上には、既往の調査結果から多くの遺跡が確認されている。市域の中では古 くから著名

な遺跡として、坂井遺跡がある。坂井遺跡は、大正年間から地元の志村滝蔵氏によって遺物が収集され、昭和 17年～

31年にかけて数次にわたる発掘調査が実施された。出土遺物は縄文時代中期後半の曽利式土器が主体を占めていたが、

搭沢式期の埋奏炉を持つ住居も 1軒発見されている。後・晩期の遺物はほとんど見られず、中期中葉～後葉を中心とす
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1:滝坂遺跡 2:坂井南遺跡 3:坂井遺跡 4:新府城跡 5:九山塁l■

8:後田遺跡 9:伊藤窪遺跡 lG伊藤窪第 2遺跡 11:伊藤窪第 3遺跡
14水上氏屋敷跡 1&駒井氏屋敷跡 16北下條塁l■ l盈 殿田屋敷跡

第 1図 滝坂遺跡位置図

-3-

6:能見城跡 7:宮ノ前遺跡

lZ石水遺跡 1&松雲寺塁跡



る遺跡である。戦前～戦後にかけて調査された遺跡ということもあって、山梨県内では先駆的な発掘調査事例として位

置付けられる。遺跡は現在も畑地であり、志村家の敷地内に設けられた坂井考古館には出土遺物や発掘調査の記録など

が録管され、郷土の歴史を学べる場所として現在に至るまで利用されている。

坂井遺跡のすぐ南側には、県内でも有数の古墳時代の集落跡である坂井南遺跡が位置している。これまでに7次にわ

たって発掘調査が行われ、古墳時代前期の竪穴住居 103軒、方形周溝墓 12基のほか、縄文中期の竪穴住居跡 1軒、平

安時代の竪穴住居跡 7軒、中世の遺構としては、集積土坑 2基、竪穴状遺構 3棟などが調査されている。特に7次調査

において、12号溝として報告された断面V字形の薬研堀は、中世の館跡の一部であった可能性が提示されている。新

府城との関連を示す資料は今のところ無く、新府城成立時より若千時代の遡る在地領主の館跡と想定されており、当該

地内における中世遺跡のあり方を考える上で、重要な発見であるといえる。

武田氏最後の居城となった新府城は、坂井遺跡から北方へ約 lkmの地点にあり、小円頂丘上に位置する。武田勝頼

は長篠の戦いに敗れた後、それまでの本拠地であった郵囲ケ崎館 (甲府市)から、新府城 (韮崎市)へと領国経営の中

心の移転を図った。天正 9年 2月 に築城工事が始まり、同年 12月 には移転を行ったとされるが、翌天正 10年 3月 に

は、織田信長の侵攻と相まって、自ら新府城に火を放って落城した。その後数日のうちに勝頼一行は田野 (甲州市大和

町)において自害し、武田氏は滅亡した。その後も、信長が本能寺の変で落命し、徳川家康と北条氏直が甲斐をめぐっ

て争った際にも、家康が新府城に本陣をおいて、若神子に陣取る氏直と対峙するといった経緯がある。しかし、このよ

うな実際に城が機能していた頃の絵図等は残存しておらず、往時がどのような景観であったのかは窺いすることはでき

ないが、江戸時代になると軍学の隆盛もあって、絵図などに城の構造が記され、現在の新府城跡の本丸・二の九・三の

丸・大手・揚手等の名称や位置関係は、江戸期になって意味付けられた認識をなぞるものであったとされる。新府城跡

は1973年 に国史跡に指定され、1998年から史跡環境事業に伴う発掘調査が行われている。これまでの調査では、遺構

の検出が少ないことや、勝頼が自ら火を波ったとされる割に、検出される焼土層や炭化材も少ないことから、域内に建

てられた建築物がそれほど多くないことが想定されている。

第 3章 調査の方法と成果

第 1節 調査の方法
調査区内に残存する樹木の切り株等を重機によって抜根・運搬した後、表土を掘削した。表土も南側から北側に向かっ

て順次重機で剥ぎ、調査区外の残土仮置き場 (工事予定地内)に運搬した。

また、当該地では工事に先立ち、大雨時の排水を考慮し、コルゲートU字フリューム管を2本 (東西に 1本づつ南北

方向に)敷設する設計となっていた。それらのうち、東側に敷設する予定であった管が調査区内に位置していたため、

この管の敷設予定部分、すなわち調査区の東側から調査を優先して行うこととなった。しかし、調査区の北端から谷 (調

査時は溝と認識、14号溝)が検出されるに至り、フリューム管敷設予定部分の調査の遅廷が予期されることから、敷

設位置の設計変更がなされた。すなわち、東側の管の敷設を中止して西側に並行して2本敷設することとなり、南側か

ら敷設工事が開始された。

この設計変更により、調査区の北端部分の一部をフリューム管が通過することとなったため、調査の手順を変更し、

北側から南側に向けて順次調査していく方針に切り替えざるを得なかった。

グリッドは北西隅を基点として、10mメ ッシュの杭打ちを行い、南北方向を北からAl、 A2、 A3…、東西方向

を西からAl、 Bl、 Cl… と呼称した。また、必要に応じて、各グリッド内を4分割し、北西を 1、 北東を 2、 南西

を 3、 南東を4と いうように、グリッドに枝番号を付した。

遺構調査はすべて入力によって行い、遺構の名称は確認されたものから順に付していった。複数の遺構の重複がみら

れた場合は、遺構表面の覆土を観察し、構築年代の新しいものから順次行った。表面の観察が困難なものに関してはサ

ブトレンチやベルトを設定して、断面観察により新旧関係を判断した。

出土した遺物は、原位置が判明する直径約 3cm以上の大きさを測るものを対象に、トータルステーションによって、

各出土地点ごとにナンバリングして取り上げた。その総数は 1,428点である。

遺構の測量については、トータルステーションと空撮による写真測量を併用し、1/10。 1/20の縮尺を基本としている。

測量に用いた機器およびシステムは以下のとおりである。
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○ トータルステーション TOPCON GTS-313

0データコレクタ (PC)NEC ShieldPRO

O取 り上げ 。図化ソフト 株式会社 CUBIC遺構 くん cubicCタ イプ Ver.3.01

第 2節 層 序

現況は畑地で、北東から南西にかけて緩く傾斜し、調査区北東隅と南西隅との比高差は8.8mほ どを測る。表面の耕

作土を第1層 とし、0.3～ 0.5mほ ど掘り下げた地点で遺構確認面であるローム層に達する。なお、調査区の南端から南

西端にかけての部分は、ちょうどL宇状に切土され、遺構確認面から1.Omほ ど下まで削平を受けており、切土をされ

る以前の遺構は消失した格好となっていた。

一方、調査区北端に位置する谷の部分では、耕作土である表上の下に黒色土が堆積しており、その下にローム層がみ

られた。この黒色土中からは縄文時代の土器片が多くみつかっており、ほとんど縄文中期～晩期に属する。こうしたこ

とから、谷が縄文晩期の頃にはほぼ埋没していたことが分かる。なお、若千ながら近世以降の陶磁器片、鉄製品なども

検出されたが、混入品であろう。また、黒色土下のローム面からも土坑やピットが確認されている。

土層の色調標記は F新版標準土色帖』28版 (農林水産省農林水産技術会議事務局監惨 小山正忠・竹原秀雄編。著
2006.2)に準拠している。

調査区全般

第 1層 灰責褐色土 (10YR4/2、 しまりややあり、粘性ややあり、小礫含む、表土 )
第 2層  にぶい黄褐色土 (10YR5/4、 しまり強、粘性やや強、遺構検出面)

谷部分

第 1層 灰黄褐色土 (10YR4/2、 しまりややあり、粘性ややあり、小礫含む、表土)
第2層 黒褐色土 (10YR3/1、 しまりあり、粘性あり、小礫含む、土器片・石器片含む)
第 3層 にぶい責褐色土 (10YR5/4、 しまり強、粘性やや強、遺構検出面)
第4層 浅黄色土 (2.5Y7/4、 しまり強、粘性強、粘土層)
第5層 明黄褐色土 (10YR5/6、 しまり強、粘性強、直径 10～ 20cmの礫を多量に含む)

第 3節 遺構 と遺物

(1)溝跡

刊号溝 〔第 7図〕

C～D20グリッドに位置する。平面形は直線的で、断面形は皿状を呈する。主軸方位は N-69° ―Eを測り、概ね東西

方向に延びる。西側は調査区外に延び、撹乱によリー部削平される。東側は 12号土坑によリー部破壊される。調査区

内で確認された規模は、長さ 16.5m、 幅■4m、 深さ0.14mほ どを測る。覆土は黒褐色土の単層で、部分的に拳大から

人頭大の礫が含まれる。溝底面に接地するものもあるが、底面を離れているものも含まれるので、溝の機能時から埋没

過程の中で、投げ込まれたものと考えられる。

遺物は、出土していない。溝の構築年代は不明。

2号溝 〔第 8図〕

B8、 C7・ 8、 D7、 E7、 F7グリッドに位置する。平面形は北に向かって弧を描く格好で、断面形は皿状を呈する部分

と有段状の部分とがある。直線的な部分での主軸方位は N-72° ―Eを測り、概ね東西方向に延びる。両端は調査区外に

延び、12号溝を切って構築されているようであるが、時期差はほとんどないものと推定される。一部、畝に切られる。

調査区内で確認された規模は、長さ45。4m、 幅1.4m～ 2.8m、 深さ0.37mほ どを測る。覆土はベルトを設定した地点によ

り若千の性格の違いがみられるようであるが、ローム粒、焼土粒、炭化粒などを含んだ暗褐色土が主体となる。わずか

に拳大から人頭大の礫が含まれるが、いずれも底面には接しておらず、埋没過程で中途投げ込まれたものと考えられる。

遺物は、磁器、陶器、土器、黒曜石などの小破片がわずかに出土している 〔第 34・ 44図〕。

第 34図 1は弥生土器の奏の口縁部で、弥生後期。2・ 3は須恵質の甕の破片。4は陶器の鉢か爛徳利の日縁部。5は
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尾呂茶碗で、17c後半頃。6は陶器の碗で、17c前半頃。7は土師質皿の底部。8は陶器の徳利で、17c。 9は陶器碗の高

台部分で、17c前半。第 44図 1は磨石。輝石安山岩。

溝の構築年代は不明であるが、17c後半以前か。

3号溝 〔第 9図〕

D17～ 19グリッドに位置する。平面形は直線的で、断面形は皿状を呈する。主軸方位は N-23° ―Wを測り、概ね南
北方向に延びる。一部、畝と4号溝に切られる。1号柵列との新旧関係は明確ではない。規模は、長さ 15.2m、 幅 06m、

深さ0.07mを 測り、極めて浅い。覆土は、拳大の礫を若千含む黒褐色土の単層である。

遺物は、小片で図示しなかった。

溝の構築年代は不明。4号溝に切られるため、少なくとも19c前半以前。

4号溝 〔第 10図〕

B19、 C18。 19、 D18、 E～ G17グ リッドに位置する。平面形は直線的であるが、わずかに北に向かって弧を描く。

断面形は皿状を呈する。直線的な部分での主軸方位は‖63° ―Eを測り、概ね東西方向に延びる。両端は調査区外に延び、

3号溝を切って構築され、16号溝には切られる。調査区内で確認された規模は、長さ42,9m、 幅■2～ 2.5m、 深さ0.22m

ほどを測る。覆土は上層が暗褐色土、下層が黒褐色土の2層で構成されているが、大半は上層の暗褐色土で占められて

おり、単層となる箇所もある。

遺物は、磁器、陶器、土器、石器、石製品などが出土しており、小破片が多い 〔第 34・ 41・ 42。 44図〕c

第 34図 1は木棄痕のある土器の底部。 2は陶器の片口で、18c後半。 3は陶器の碗で、16c後半。 4は陶器の碗で、

16c後半～17c前半。5は陶器の壺で中世段階のもの。6は陶器の碗で17c前半。7は磁器の皿で、景徳鎮の産。16c後半。

8は土師質の鍋。9は磁器の碗で18c後葉～19c前半。10は陶器の徳利で、18c中葉。第41図 1は銅製の煙管。吸日部分。

18c後半か。第 42図 2は磨石。角閃石輝石安山岩。3は打製石斧。ホルンフェルス。第 45図 1は五輪塔の空風輪。角

閃石デイサイト。

溝の構築年代は不明であるが、19c前半以前か。                            「

5号溝 〔第 11図〕

B17、 C16・ 17、 D16、 E15。 16、 F15グ リッドに位置する。平面形は直線的で、断面形は皿状を呈する。主軸方位は

N…61° ■ を測り、概ね東西方向に延びる。両端は調査区外に延び、16号溝を切って構築される。一部、畝に切られる。

調査区内で確認された規模は、長さ 50.6m、 幅 0,9～ 2.5m、 深さ0.34mほ どを測る。覆土はほぼ黒褐色土の単層で、部

分的に直径 10～ 30mm大の円礫が含まれる。

遺物は、磁器、土器、石器などが出土しており、小破片が多い 〔第 34・ 42図〕。

第 34図 1は注目土器の取手。2は条痕文が施された土器片。3～ 5は土師器の不の破片。6は土師質の鍋の底部。7

は須恵器の甕で、内側はナデ、外側はタタキロが残る。8は陶器の天目碗で、17c。 9は陶器の碗で 17c前半。10は 陶

器の鉢で、18c前半。■ は磁器の碗で 17c前半。12は土師質の鍋。第 42図 4は短冊形の打製石斧。砂質頁岩。

溝の構築年代は不明であるが、18c前半以前か。

6号溝 〔第 12図〕

B～ F14グ リッドに位置する。平面形は直線的で、断面形は逆台形状を呈する。主軸方位は N-85° ―Eを測り、東西

方向に廷びる。7号溝および 11号溝に切られる。また、畝や撹乱によって部分的に破壊をうける。西側は撹乱を受け

て明確ではないが、おそらくは両端ともに調査区外に延びるものと推定される。調査区内で確認された規模は、長さ

43,7m、 幅 0.6～ 0。9m、 深さ 0。26mほ どを測る。覆土には、拳大から人頭大の礫が非常に多く含まれていた。これらはい

ずれも底面からかなり浮いた位置にあり、遺構確認時には地表に露出している状態であった。他の溝からも礫はみられ

るが、ほとんどは礫が散在しているという印象であり、本遺構の場合は、意図的に同等の大きさの礫を配置したと考え

られ、区画を意図したものと推定される。

遺物は、土器、陶器、黒曜石などの小破片がわずかに出土しているが、図示しなかった。溝の構築時期は不明。

7号溝 〔第 12図〕
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D o E14、 F13・ 14グリッドに位置する。平面形は直線的で、断面形は皿状を呈する。主軸方位は N-65° ―Eを測り、

概ね東西方向に延びる。6号を溝を切って構築され、東端は調査区外に延びる。掘り込みは浅く、西端の壁面の立ち上

がりが明瞭でないため、本来はさらに西側に延びていた可能性もある。調査区内で確認された規模は、長さ 19.5m、 幅

1.6m、 深さ0.25mほ どを測る。覆土は黒褐色土の単層である。

遺物は、土器、陶器、黒曜石などの小破片がわずかに出土しているが、図示しなかった。溝の構築時期は不明。

8号溝 〔第 13図上〕

D12グリッドに位置する。平面形は直線的で、断面形は皿状を呈する。主軸方位は N-27° ―Eを測り、概ね南北方向
に廷びる。両端は、北側を 10号溝に、南側を 11号溝に切られているが、いずれの端部も 10・ 11号構内に収まる程度

の規模と考えられる。規模は、長さ4.4m、 幅 0.9m、 深さ0.lmほ どを測り、本遺跡の中では非常に小規模なものである。

覆土は、にぶい黄褐色土の単層で、ローム粒、焼土粒がわずかに含まれている。

遺物は、2点のみの出土とわずかではあった 〔第 34図〕。

l。 2は土師質の鍋。

溝の構築時期は不明。近世か。

9号溝 〔第 14図〕

A～ B12、 C～ FHグ リッドに位置する。平面形は直線的であるが、わずかに北に向かって弧を描く。断面形は皿状
を呈する。直線的な部分での主軸方位は、N-71° ―Eを測り、概ね東西方向に延びる。西端は調査区外に延び、東端は

調査区内に収まるものの、壁面への立ち上がりが明環でないため、さらに延びていた可能性もある。部分的に畝や撹乱

による破壊をうける。調査区内で確認された規模は、長さ452m、 幅 07～ 1.2m、 深さ 0。18mほ どを測る。覆土は地点

によって堆積状況が異なるが、主体となるのは黒褐色上で、ローム粒や焼土粒 。炭化粒などを含む部分もある。

遺物は、磁器、陶器、土器、黒曜石などの小破片がわずかに出土している 〔第 35図〕。

1は爪形文の施された土器片。 2は横走る沈線文の施された土器片、磨耗が著しい。 3は陶器の行平鍋で、19c後半

の在地系のもの。 4は磁器の皿で、近代以降。 5は磁器の香炉で、18c。 6は灯明皿か。19c。 在地系。

溝の構築時期は不明。近代以前か。

10号溝 〔第 14図〕

A～ D12、 D～ Fllグ リッドに位置する。平面形は直線的であるが、わずかに蛇行する。断面形は皿状を呈する。

主軸方位は N-76° ―Eを測り、概ね東西方向に延びる。両端は調査区外に延び、8号溝、11号構を切って構築される。

一部、撹乱に切られる。調査区内で確認された規模は、長さ46.7m、 幅 1.5～ 2.2m、 深さ031mほ どを測る。覆土は地

点によって、単層・複層の差異がみられるが、暗褐色土や黒褐色土が主体となっている。部分的に拳大～人頭大の礫が

含まれる。なお、本構内の C12‐2グリッド付近では土管が確認されている。溝の主軸に沿った状態で発見されたため、

当初、本溝の付帯施設として考えた。しかし、土管が底面からかなり浮いていること、溝の他の部分では土管のカケラ

ひとつ確認できないことから、埋没過程時に投げ込まれたものと推定した。

遺物は、磁器、陶器、土器、黒曜石、金属製品などの小破片が出土している。今回確認された遺構の中では、比較的

遺物の量は多い 〔第 35。 41図〕。

第 35図 1・ 4・ 9・ 10は土師質の鍋で、時期は不明。 9は壁面の孔の一部。 2は縄文晩期の浅鉢の破片と考えられ、

横に並行する沈線文を施す。 3は弥生後期の折返し日縁壼の日縁部で、日縁端部にLR縄文が施される。 5。 7は 18c

前半の指鉢でおそらく同一個体。 6は 16c中葉の捕鉢で、217ピ ット出土のものとおそらく同一個体となる。 8は天目

碗で、16c後半。11は 17c前 半の盤で、高台は削り出し整形。第 41図 2は銅製の煙管。雁首部分。火皿部分を欠損。

18c後半か。 7は鉄製の鍬か。

溝の構築時期は不明。近世か。

11号溝 〔第 15図〕

B o C15、 D12～ 15、 C12・ 13グリッドに位置する。平面形は D14・ 15にかけてほぼ直角に屈曲し、L宇状を呈する。

断面形は皿状を呈する。主軸方位は溝が東西方向に走る部分については、N-67° ―E、 南北方向に走る部分では、N-17°

―Wをそれぞれ測る。西端は調査区外に延び、北端は 10号溝に切られる。6号溝、16号を溝を切って構築され、部分的
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に撹乱をうける。調査区内で確認された規模は、長さ 54.8m、 幅 1.0～ 2.6m、 深さ0.22mほ どを測る。覆土は地点によっ

て堆積状況が異なるが、黒褐色土を主体とし、全合的に直径 10mm以下の細かい砂利が認められた。また、溝が東西

に走る部分については、7号溝の延長とも考えられるが、本報告では別遺構として取り扱う。

遺物は、磁器、陶器、土器、瓦、金属製品などの小破片がわずかに出土している 〔第 35。 41。 45図〕。

第 35図 1は 17c初頭の志野皿で、高台部分を削り出して整形している。第 41図 8は鉄製の鎌か。第 45図 2は砥石。

溝の構築時期は不明。近世か。

12号溝 〔第 16図〕

D7・ 8、 E8・ 9、 F9。 10グ リッドに位置する。平面形は直線的であるが、E9グ リッドのあたりで蛇行している。断

面形は皿状を呈する。直線的な部分での主軸方位は、N‐28° ―Wを測り、概ね南北方向に延びる。北端は2号溝に切ら
れ、南端は調査区外に延びる。13号溝を切って構築される。調査区内で確認された規模は、長さ32.6m、 幅 1.1～ 3.3m、

深さ0.2mほ どを測る。覆土は地点によって若千の違いがあるが、単層で炭化粒や礫を含む箇所もある。

遺物は、磁器、陶器、土器の小破片がわずかに出土している 〔第 43図〕。

13は磨石。輝石安山岩。

溝の構築時期は不明。13号溝との新旧関係から、17c後半以前と考えられる。

13号溝 〔第 13図下〕

E9、 F8。 9グリッドに位置する。平面形は直線的で、断面形は皿状を呈する。主軸方位は詳69° ―Eを測り、概ね東
西方向に延びる。西端は 12号溝に切られ、東端は調査区外に延びる。調査区内で確認された規模は、長さ6.7m、幅 18m、

深さ 0。19mを測る。覆土は暗褐色土の単層で、ローム粒を含んでいる。

遺物は、わずかに土器片が数点出土しているが、図示しなかった。

溝の構築時期は不明。2号溝及び 12号溝との新旧関係から、17c後半以前と考えられる。

14号溝 (谷)〔第 17・ 18図〕

C～ F2・ 3グリッドに位置する。

当初、ひとつの大規模な溝跡と認識して調査にあたったが、掘りあがっていく過程で、溝遺構ではなく谷状地形であっ

たこと力WU明 した。

本遺構の調査は、14号溝内に3本のベルトを設定し、西側から掘削を行い、順次東側に向かって掘削を進めるとい

う方法をとり、適宜、土層断面を記録した。掘削は無遺物層であるローム上面まで行った。

発見された谷は、確認された範囲で、東西方向に長さ364m、 南北方向に幅 16.8mほ どで、確認面からの深さは0.54m

ほどになる。断面形は皿状を呈する。谷はおおよそ東西方向に延び、谷に堆積した黒褐色土中には、縄文土器片、石器

が含まれており、縄文時代の遺物包含層と認識された。わずかに陶磁器や鉄製品も出土しているが、後世の混入品であ

ろう。

遺物は、縄文中期、後期、晩期の上器片が主体となっており、石器も少量みられた。縄文晩期以降、谷の大部分が埋

没していったと考えられる。わずかに陶磁器などもみられるが混入品と思われる。土器は個体差も若千あるが、ほとん

どが摩減した状態で検出された 〔第 35～ 38図、41・ 43・ 44図〕。

1は刺突文のある縄文後期の浅鉢。2。 3は口唇部に刻みのある五領ヶ台式の深鉢。 4は沈線文のある深鉢で、縄文

後期か。5は縄文晩期の浅鉢。6は縄文中期。井戸尻式か。7・ 8は五領ヶ台式。9は縄文後期の浅鉢、内側を連続刺突文。

10は縄文中期か。11は粘土紐を貼り付けて隆帯が施されている。曽利式か。12は縄文後期の浅鉢か。13は RL縄文が

施される。縄文後期。14。 15は堀之内式。16は五領ヶ台式。17は縄文中期か。粘土紐を貼り付けて楕円形の区画をもつ。

18は 口唇部に刻みのあるもので、五領ヶ台式。19・ 21は粗い沈線文。縄文後期か。20は平口縁で、縄文中期のものと

思われる。曽利式か。22。 24は五領ヶ台式。23は縄文晩期の浅鉢か。25は連続刺突文をもつ縄文後期の浅鉢。26は粘

土紐を貼り付けた隆線をもつ五領ヶ台式。27は縄文中期か。28は幅広の沈線文に、日唇部及び突帝に指頭押圧が施さ

れた土器片で、胎土は細かく、焼成も堅緻である。弥生前期の壺か。29は五領ヶ台式。30は縄文中期か。31は縄文中

期。五領ヶ台式か。32は縄文後期か。33は縄文後期。加曽利B式 ?。 34・ 35は五領ヶ台式。36は堀之内式。37は注

目土器の一部か。縄文後期。38は鉢の一部か。堀之内式 ?。 39は縄文後期の浅鉢。40は日縁部付近にRL縄文を施す。

縄文後期か。41は五領ヶ台式。沈線に沿って交互に刺突文が施される。42・ 43は縄文後期。加曽利 B?。 44・ 45は縄
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文後期。46は縄文中期。井戸尻式 ?。 47は縄文中期か。48'49。 51は縄文晩期の浅鉢。50は五領ヶ台式。52は粗い

沈線文。縄文後期か。53～ 56は五領ヶ台式。57は縄文後期か。58は五領ヶ台式。59は縄文後期の浅鉢。60は縄文晩期。

条痕文。61は縄文後期の浅鉢か。62は五領ヶ台式。63は縄文後期か。64は縄文中期。隆帯に刻みをもつ。井戸尻式か。

65は粗い沈線文。縄文後期か。66は LR縄文と沈線を施す。堀之内式。67は縄文晩期。条痕文。68・ 69は五領ヶ台式。

70は縄文中期。五領ヶ台式か。71・ 72は縄文晩期。条痕文。73は五領ヶ台式。74は磨耗が著しい。条痕文らしい痕跡

がみられる。縄文晩期か。75は RL縄文が施される。縄文後期 ?。 76は L縄文が施される。縄文後期 ?。 77は粗い沈

線文。縄文後期か。78は縄文中期。五領ヶ台式か。79は五領ヶ台式。80・ 811よ縄文中期。五領ヶ台式か。82は縄文後期 ?。

83は五領ケ台式。84は縄文中期。五領ヶ台式か。85は連続する刺突文が施された、縄文後期の浅鉢。86は刻み目隆線

をもつ、堀之内式。87は縄文中期。五領ヶ台式か。88は縄文後期。称名寺式 ?。 89は五領ケ台式。90は縄文中期。五

領ケ台式か。91は縄文中期。井戸尻式か。92は爪形文が施される。縄文中期。93は縄文晩期。条痕文。94は縄文中期か。

95。 96は縄文晩期か。条痕文。97は縄文後期。98・ 99。 100は縄文晩期。条痕文。101は堀之内式。102は五領ヶ台式。

粘土紐を貼り付けた隆線と、並行する沈線文をもつ。103は縄文中期。爪形文をもつ。104は縄文中期か。沈線文が並

行。105は 曽利式。竹管による重弧文。106は縄文中期か。沈線文。107は縄文中期。粘土紐を貼り付けた隆線をもつ。

井戸尻式 ?。 108は五領ヶ台式。RL縄文と粘土紐貼付隆線。109は五領ヶ台式。粘土紐貝占付隆線。110は縄文晩期。条

痕文。111は縄文後期か。沈線文 112は工領ヶ台式か。沈線文が並行。113は五領ヶ台式。RL縄文と沈線文。114は縄

文後期。粗い沈線文。115は縄文後期の浅鉢。沈線文、連続刺突文。116は縄文後期。粗い沈線文。117は五領ヶ台式 ?。

沈線文が並行。刺突文。118は縄文中期か。沈線文。119は五領ヶ台式。沈線文、粘土紐貼付隆線。120は五領ヶ台式か。

沈線文が並行。121は縄文後期の浅鉢。連続刺突文。122は工領ヶ台式か。沈線文。123・ 124は縄文中期 ?。 沈線文。

125は縄文中期か。連続刺突文、沈線文。126は縄文晩期。条痕文。127は縄文中期。井戸尻式か。刻み目隆線、沈線文。

128は縄文晩期。条痕文。磨耗が著しい。129は縄文後期か。底面に網代痕を残す。130は須恵器の甕。外面にタタキ、

内面はナデ。131は磁器の皿で、近代。132は天目碗で、17c前半。133は肥前系嬉野の皿。17c後半。134は土師質の鍋。

135'136は土師質土器の皿。

第 41図 3は鉄釘。角釘か。 5は不明鉄製品。釘か。第 43図 14。 15は撥形の打製石斧。14は緑色凝灰岩。15は頁岩。

16は打製石斧。ホルンフェルス。17は短冊形の打製石斧。ホルンフェルス。18は分銅形状の打製石斧。頁岩 (ホルンフェ

ルス化 ?)。 19は短冊形の打製石斧。頁岩。20は打製石斧。ホルンフェルス。21は石匙。ホルンフェルス。霧 は短冊

形の打製石斧。買岩 (ホルンフェルス化 ?)。 23は横刃形石器で、砂岩。第 44図 28・ 29は 凹石。輝石安山岩。31～ 38は、

石鏃。いずれも黒曜石。31～ 34、 36、 37は四基無茎鏃、35は飛行機鏃、38は平基無茎鏃。

15号溝 〔第 19図上〕

B o C15グ リッドに位置する。平面形は直線的で、断面形は浅鉢状を呈する。主軸方位は N-74° ―Eを測り、概ね東

西方向に延びる。規模は、長さ 10,Om、 幅 0,7m、 深さ0,1lmほ どを測る。覆土は黒褐色土の単層である。

遺物は、土器片がわずかに出土している 〔第 38図〕。

lは弥生後期の壷で、折返し口縁部分。 2は縄文晩期の浅鉢 ?。 沈線文。

溝の構築年代は不明。

16号溝 〔第 20図〕

B15、 C15～ 18、 D18・ 19グリッドに位置する。平面形はB15か らC15にかけてほぼ直角に屈曲してL字状を呈する。

断面形は皿状を呈する。主軸方位は、溝が東西方向に走る部分については N‐82° ―E、 南北方向に走る部分では N-22°

‐Wを測る。西端は調査区外に延びる。4号溝を切って構築され、5。 11号溝に切られる。1号柵列との新旧関係は不明

である。部分的に撹乱をうける。調査区内で確認された規模は、長さ 51.2m、 幅 0.5～ 1.9m、 深さ0.17mを 測る。覆土

は黒褐色土を主体とし、地点によっては2層 に分かれる。

遺物は、陶器、土器などの小破片がわずかに出土している 〔第 38図〕。

1は縄文後期か。粘土紐貼付隆線のように思われるが、磨耗がひどく判然としない。 2は橋鉢で、16c。 3は天目碗で、

17c初頭。 4は仏飯器で、17c後半。

溝の構築時期は不明。17c後半以前か。

17号清 〔第 19図下〕
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B13グ リッドに位置する。平面形は直線的で、断面形は皿状を呈する。主軸方位は N-66° ‐Eを測り、概ね東西方向
に廷びる。西端は調査区外に延び、部分的に撹乱をうける。調査区内で確認された規模は、長さ7.5m、幅 0。9m、 深さ0.08m

を測り、非常に浅い。覆土は黒褐色土の単層である。

遺物は、土器の小破片がわずかに出土しているが、図示しなかった。

溝の構築時期は不明。

(2)土坑
土坑

隅丸長方形土坑が 3基 (1～ 3号土坑)、 円形及び楕円形土坑が 12基 (4～ 15号土坑)の計 15基が確認された。総じて、

遺物が少ない、若しくは殆どみられず、また切り合い関係も一部を除きみられないことから、時期判定及び性格判定が

非常に困難である。

1号土坑 〔第 21図〕

D10-2,4グ リッドに位置する。平面形は南北に主軸を持つ隅丸長方形を呈し、長軸は 3m、 短軸は 1.4mを 測る。縦断

面は皿状を呈するが、深さは確認面より0.08m程度を測るのみであった。覆土は焼土粒、炭化粒を多量に含む黒色土

である。土坑の全面において炭化物が集中する箇所が複数みられた。このような状況を鑑みて、燃え津を遺棄した竪穴

と考えられるが、詳細は不明である。

遺物は出土しなかった。構築年代は不明であるが、2・ 3号土坑と平面形、深さ、覆土が類似することから、同様な

性格の遺構と考えられ、構築時期にも開きがないとすれば、 2号土坑の炭化材分析の結果からおよそ Hc～ 12c頃 と考

えられる。

2号土坑 〔第 21図〕

D12-4、 E12-3グ リッドに位置する。平面形は南北に主軸を持つ南北面の弧状がやや強い隅九長方形を呈し、長軸は

3.6m、 短軸は1.9mを測る。縦断面、横断面ともに皿状を呈するが、最も厚い部分で確認面より14cmを測り、西側へ向かっ

て堆積が薄くなっていく。土坑の南東角より炭化物の集中が確認された。覆土は焼土粒、炭化粒を含む黒褐色土層と黒

色土層の 2層が主体をなしているが、上述の炭化物塊の集中は黒色土層より確認されている。遺物は土器片が 3点出土

している。2号土坑は 1号土坑の南、約 15mの直線上に位置し、その主軸方向がほぼ一致することや土坑内の炭化物

の出土状況などを鑑みて、比較的時期が近く且つ同様な性格を持った遺構であると考えられる。この土坑においても 1

号土坑同様に炭化物の集中がみられたことから、当初 1号土坑と併せて、炭窯の想定を試みた。しかしながら、燃焼部

などの直接火を受けた痕跡が見られないこと、土坑の構造が比較的単純であるということから、その可能性は考えにく

いであろう。また、炭化物のうち、比較的良好に残存していた災化材については、放射性炭素年代測定や暦年較正の結

果から1lc～ 12c頃 (calADl,028-calADl,151)と いう年代が示されており、遺構の構築年代もその頃かと推定される。

遺物は、土器片、黒曜石の小破片がわずかに出土した 〔第 39図〕。

1は浅鉢で、縄文後期 ?。 角押文。

3号土坑 〔第 21図〕

F15-4、 F16-2グ リッドに位置する。平面形は東西に主軸を持つ隅丸長方形を呈するが、その東端部は調査区外のた

め不明である。長軸残長は 3.6m、 短軸は1.9mを 測る。断面形は皿状を呈し、深さは0.31mを 測る。覆土は炭化粒を多

量に含む黒褐色上の単層である。土坑の形状、規模からして、1号 。2号土坑と同様な性格を持つ遺構と考えられる。

しかしながら、覆土に炭化粒が多く含まれるものの、1号・2号土坑でみられた炭化物の集中がみられないこと、また

主軸方向がほぼ垂直にずれることなど、異なる点もみられる。

遺物は出土しなかった。構築年代は不明であるが、1号・2号土坑と同様な性格の遺構と認識されることから、それ

ほど年代に開きを持たないと考えられる。2号土坑同様、Hc～ 12c頃 の構築か。

4号土坑 〔第 21図〕

D21‐4、 E21-3グ リッドに位置する。平面形は北側に若干の張り出し部分を持つが、長軸、短軸ともに■7mの円形を

呈する。断面形は浅鉢状を呈し、深さは0.32mである。覆土は黒褐色土を主体に3層に分層できる。
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遺物は出土していない。構築年代は不明。

5号土坑 〔第 21図〕

D6-2,4グ リッドに位置する。平面形は北東―南西に長軸を持つ楕円形を呈し、長軸 1.2m、 短軸 0.8mを 測る。断面形

は浅鉢状を呈し、深さは確認面より0.37mを 測る。覆土は黒褐色土、暗褐色土を主体とし、4層 に分層できる。土坑北

側で 6号土坑の一部を切って構築される。

遺物は出土していない。構築年代は不明。

6号土坑 〔第 21図〕

E6-1,4グ リッドの境に位置する。平面形は北東―南西に長軸を持つ楕円形を呈し、長軸 1.3m、 短軸 0,7mを 測る。断面

形は浅鉢状を呈し、深さは確認面より0.36mを 測る。覆土は黒褐色上の単層で、炭化物を少量含んでいる。上坑南側

の一部を5号土坑に切られている。

遺物は出土していない。構築年代は不明。

7号土坑 〔第22図〕

D3‐2グリッドに位置する。平面形は南東部にやや張り出す部分があるものの、ほぼ円形で、直径は1.9mを測る。断

面形はU宇状を呈し、深さは確認面より■05mを測る。本土坑は、地山となるローム層上面で確認され、14号溝 (谷 )

が埋没する過程で掘り込まれたものと考えられる。粘土採掘坑か。

遺物は土器片、黒曜石の小破片がわずかにみられた 〔第39図〕。

lは藤内式か。沈線文、刻み目隆線。2は縄文晩期。条痕文。3は縄文後期 ?。 沈線文、刺突文。構築年代は縄文晩

期と考えられる。

3号土坑 〔第22図〕

C10‐4グリッド南端に位置する。平面形は北東―南西に長軸を持つ精円形で、長軸 1.lm、 短軸0.8mを測る。断面形

は皿状を呈し、深さは確認面より0.13mを 測る。覆土は黒褐色土の単層で、土坑内には直径 15～ 40mm程の円礫を多

量に含んでいた。縄文時代の遺構と考えられ、6号掘立柱建物とは、相互の位置関係や共に縄文土器などが出土するこ

とから関連が考えられそうであるが、詳細は不明である。

遺物は、磨石を1点含む石器及び剥片が計8点、また時期の不明な縄文土器の小破片が出土している 〔第 42・ 43図〕。

第42図 5～ 11は剥片で、未製品。いずれも砂岩。第43図 12は磨石。輝石安山岩。

9号土坑 〔第 22図〕

Cll‐ 3、 DH4グ リッドの境に位置する。平面形はほぼ円形で、長軸が 2m、 短軸■8mを測る。断面形は逆台形を呈し、

深さは確認面より0.4mを 測る。覆土はロームブロックを含む黒褐色上の単層である。土坑北側の一部は畝状の溝に切

られている。

遺物は土器片、黒曜石の小破片がわずかに出土している 〔第 39図〕。

1・ 2は縄文晩期。条痕文。構築年代は縄文晩期と考えられる。

10号土坑 〔第 22図〕

F16‐4グリッドに位置する。平面形は円形で、長軸が 1,4m、 短軸1.2mを測る。断面形は逆台形を深さは確認面より1.2m

を測る。覆土は黒褐色土を主体として、6層 に分層できる。土坑の中層から下層にかけてλ化材が出土している。調査

地では比較的深い部類の上坑であり、周辺に集落などの想定される遺構がみられないことから、墓坑ないし落し穴など

の性格が考えられる。炭化材については、放射性炭素年代測定や暦年較正の結果から、calBC790‐ calBC593と いう年代

が示されており、縄文晩期頃の遺構と考えられる。

遺物は土器片が 1点出土しているが、図示しなかった。

11号土坑 〔第 22図〕

Dl作 1グ リッドに位置する。平面形は円形を呈し、直径 0。9mを測る。断面形は逆台形を呈し、深さは確認面より0.85m
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を測る。覆土は黒・暗褐色土を主体として、6層 に分層できる。調査地では比較的深い部類の土坑であり、形態から

10。 13号土坑と同様な性格の遺構と考えられる。

遺物は出上していない。構築年代は不明であるが、10。 13号土坑と類似することから、縄文晩期か。

12号土坑 〔第 7図〕

D19‐4、 D20‐2グリッドの境に位置する。平面形は北西一南東方向に長軸を持つ楕円形で、長軸は 2.2m、 短軸は 1.lm

を測る。断面形は逆台形を呈するが、上端が略楕円形、下端が方形に近いいびつな断面形となる。深さは確認面より0.51m

を測る。覆土は黒褐色土を主体として 3層に分層できる。1号溝を切って構築される。

遺物は出土していない。構築年代は不明。

13号土坑 〔第 22図〕

E16-3,4グ リッドに位置する。平面形は円形で、長軸が 1.Om、 短軸が 0.9mを測る。断面形はU字状を呈し、深さ

は確認面より0。75mを測る。覆土は上下 2層 で、上層は黒褐色土で、炭化粒を少量含み、下層は上層よりもやや暗

い黒褐色土となる。土坑の中層中央より、炭化材が出土している。調査地では比較的深い部類の土坑であり、形態か

ら 10、 11号土坑と同様な性格の遺構と考えられる。λ化材については、放射性炭素年代測定や暦年較正の結果から、

calBC817-calBC792と いう年代が示されており、10号土坑同様、縄文晩期頃の遺構と考えられる。

遺物は出土していない。

14号土坑 〔第 22図〕

F14-4グ リッドに位置する。平面形は東西に長軸を持つ楕円形で、長軸は 1.9m、 短軸は1.5mを 測る。断面形は浅鉢

状を呈し、深さは確認面より0.25mを 測る。覆土は黒褐色土を主体として、3層に分層できる。

遺物は出土していない。構築年代は不明。

15号土坑 〔第 22図〕

B15‐ 4、 16‐1グ リッドの境に位置する。平面形は略楕円形を呈し、長軸は 1.8m、 短軸は1.2mを 測る。断面形は浅鉢

状を呈し、深さは確認面より0.3mを 測る。覆土は焼土粒、炭化粒を微量に含む黒褐色土を主体とする、3層に分層できる。

土坑東側の一部を畝状の溝に切られる。

遺物は出土していない。

(3)柵列跡 。掘立柱建物跡
1号柵列 〔第 23図〕

D o E18グ リッドに位置する。 5基のビットが直線的に等間隔で並んでいたため、柵列と判断した。そのうち 3基

には支柱穴とみられるピットが付属する。重複する 3・ 16号溝との新旧関係は不明。東西方向に延びる。規模は全長

10,38m、 柱穴間隔は 2.4～ 2,7mほ どで、中央に位置する 220、 222、 224号 ピットの各間隔が若千広くとられており、

それぞれ 221、 223、 225号ピットが支柱穴として対応する。柵列の柱穴の径は、0.37～ 0.56mを 測り、支柱穴の径は 0.23

～0.28mと ひとまわり小さく、深さも柵列の柱穴は、0.21～ 0.67m、 支柱穴は 0.08～ 0.32mと 、支柱穴の方が小規模で

あることがわかる。

遺物は出土していない。構築年代は不明。

刊号掘立柱建物 (143、 144、 148、 152、 153、 154、 157、 271号ピット)〔第 23・ 25図〕

C10グ リッドに位置する。3間 2間の南北棟建物で、規模は桁行 3間約 5。9m、 梁行 2間約 3.9mを測り、桁行・梁行

とも約 ■9mの ほぼ等間隔である。柱穴の径は 0。24～ 0.40m、 深さは0.20m～ 0.61mほ どを測る。なお、南側に隣接す

る 142、 147、 192、 241号ピットも、位置関係等から、1号掘立柱建物に関連する付属施設等の柱列として考えられる。

遺物は、142、 271号ピットから出土している 〔第 39図〕。

(142号ピット)1は土師質土器の皿で、底部に糸切痕。(271号ピット)1は景徳鎮の青花皿で、16c後半。

構築年代は遺物の年代から、中世末以降と考えられる。
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2号掘立柱建物 (163、 169、 170、 171、 172、 174、 247、 248、 249号ピット)〔第 23・ 25図〕

A13、 B12・ 13グ リッドに位置する。3間 2間の東西棟建物で、規模は桁行 3間約 5.4m、 1間あたり約 1.8mの 等間隔、

梁行 2間約 40m、 1間あたり約 ■9mの等間隔を測る。柱穴の径は0.21～ 0.45m、 深さは0.22～ 0.50mほ どを測る。な

お、近接する 34・ 162号ピットはちょうど 1間幅であり、西側に別な建物があった可能性も考えられる。

遺物は出土していない。

構築年代は、3号掘立柱建物との位置関係や、建物の軸方向がほぼ同一であることから、同時期のものであると考え

られる。中世末～近世初頭か。

3号掘立桂建物 (168、 179、 180、 181、 196、 198、 200、 205、 207、 208号ピット)〔第 24・ 25図〕

C12グ リッドに位置する。2間 2間の東西棟建物と考えられ、規模は桁行 2間約 6.4m、 1間あたり約 3.2mの等間隔、

梁行 2間約 4.Om、 1間あたり約2.Omの 等間隔を測る。西側に1間分延びて3間 2間の建物となる可能性も考えられるが、

撹乱の影響もあり判然としないため、ここでは2間 2間の建物としておく。柱穴の径は0.21～ 0.29m、 深さは0.11～ 0.48m

ほどを測る。なお、200号ピットからは柱材の一部と思われる炭化材が出土しており、放射性炭素年代測定や暦年較正

の結果から、calADl,521‐ calADl,642と いう年代が示され、中世末～近世初頭期の遺構と考えられる。

遺物は出土していない。

4号掘立柱建物 (161、 190、 195、 197、 201、 202、 203、 204、 206、 209号ピット)〔第 24・ 26図〕

E9グリッドに位置する。2聞 2間の東西棟建物で、規模は桁行 2間約 6.4m、 1間あたり約 3.2mの等間隔、梁行 2間

約 4.6m、 1間あたり約 2.3mの等間隔を測る。東側に 1間分延びて 3間 2間の建物となる可能性もあるが、12号溝の存

在もあって判然としない。ここでは2間 2間の建物としておく。柱穴の径は 0.16～ 0.38m、 深さは 0.26～ 0.80mほ ど

を測る。

遺物は、出土していない。構築年代は判然としないが、2・ 3号掘立柱建物と軸方向などが揃うことから、同時期の

ものと考えたい。中世末～近世初頭か。

5号掘立桂建物 (32、 33、 164、 216、 217、 218、 240、 267号ピット)〔第 24・ 26図〕

DH。 12グリッドに位置する。3間 2間の東西棟建物。桁行 3間約 7.2mで、西から約 3.Om、 約 2.Om、 約 2.Omの柱

穴間隔となり、梁行 2間約 4.lm、 1間あたり約 2.Omの等間隔を測る。柱穴の径は 0.25～ 0.32m、 深さは 0.18～ 0.35m

ほどを測る。建物の中央に位置する217号ピットからは、礎板石の上辺から柱材の周りに添えたような状態で、橋鉢の

破片が約 2分の 1個体出土している 〔第 40図〕。

(217号ピット)1は悟鉢で、16c中葉。同一個体と考えられるものが 10号溝からも出土している (第 35図 6)。

構築年代は、西から2号、3号、5号 と並ぶように構築された建物と推定されるため、これらと同時期のものと推定

される。中世末～近世初頭か。

6号掘立柱建物 (165、 167、 191、 273号ピット)〔第 27図〕

C10。 11、 D10。 11グリッドに位置する。柱穴 4本で構成される 1間 ×1間の建物である。規模は2.4m× 3.lmほ ど

を測る。柱穴の径は 0.35～ 0.47m、 深さは 0.48～ 0.59mほ どを測る。

遺物は、165、 167、 273ピ ットから出土している 〔第 39・ 44図〕。

第 39図 (165号ピット)1は縄文晩期の鉢か。沈線文。 2～ 5は縄文晩期。条痕文。(167号ピット)1は縄文晩期。

条痕文。(273号ピット)1は縄文後期の鉢か。沈線文。第 44図 (273号ピット)30は凹石。閃緑岩。

構築年代は縄文晩期と考えられる。

(4)ピ ッ ト、遺構外出土遺物・表面採集遺物

ビット〔第 28～ 33図、第 6表〕

建物・柵列以外のピットについては、ピット位置図及び表にまとめた。

遺物を図示したピットでは、137ピ ットがある。137ピ ットはB10-3グ リッドに位置し、平面形は円形で、径 0.35m、

深さ0.1lmを 測る。第 39図 (137号ピット)1は縄文晩期。条痕文。
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遺構外出土遺物 〔第 39・ 41。 44・ 45図〕

第 39図 1は縄文中期、五領ヶ台式か。沈線文、刺突文。 2は縄文中期、五領ヶ台式 ?。 口唇部に刻みがあり、内面

にも沈線文。 3～ 5は土師質の鍋。 6は行平鍋で、19c後半、在地系。 7は縄文晩期。条痕文。 8は縄文中期。五領ヶ

台式か。沈線文。 9は縄文晩期。条痕文。第 41図 4・ 6は鉄製の角釘か。第 44図 24は石匙で、砂岩。同図 26・ 27は

ともに試掘時に出土したもので、26はやや分銅形状を呈する打製石斧で、砂岩。27は打製石斧で、ホルンフェルス。

第45図 391よ男女倉型有樋尖頭器。黒曜石。第4節にて、詳述。同図3は泥面子。型押し整形。雀をモチーフとしたもの。

表面採集遺物 〔第 40図〕

調査区及び調査区周辺から表面採集した遺物をいくつか図示した。

1は土師質の鍋。2は悟鉢、18c前半。3は灯明皿で、18c後葉～19c前半。4は磁器の碗で、18c後半。高台内に圏線と「大

明年製」の崩し字か。5は磁器の皿で、19c前半～中頃。6は陶器の香炉で、18c後半。7は磁器の大皿で明治～大正期。

銅版転写。8は陶器の鉢で、18c中葉～後棄。見込み部に輸禿の痕跡がある。9は陶器の鉢で、18c。 10は尾呂茶碗で、

17c後半。11は陶器の鉢で、18c後半～ 19c初頭。見込み部に輪禿。再興織部。
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第 4節 男女倉型有樋尖頭器
保 坂 康 夫 (山梨県立考古博物館)

1)剥離過程の記載

韮崎市滝坂遺跡出土。単品での出土であり、生活の痕跡をとどめない単独出土遺跡である。長さ 7.6 cm、 幅 3.6 cm、

厚さ 1.2 cmで ある。先端をカジリで久損するものの、 2 11ull程 度であり、ほぼ完形である。ガジリは裏面右側縁中央にも

若干みられる (第 45図 39、 自抜きの剥離面 )。 黒色不透明の黒曜石で、径 2 11ullほ どの挟雑物を2粒ほど含むが、いわ

ゆる冷山系ないしは蓼科系ほどに挟雑物はみられず、良質な黒曜石である。以下第 3図により剥離過程を記述する。

素材は、扁平礫と思われる。表裏面に自然面を残し、自然面はいずれも、ズリ面といわれる古い自然剥離面である。

古い剥離面があり、最終的に器体の調整を行った剥離よりも古い形態段階の存在を示す剥離面が残存する。正面の中央

部に5枚が観察できる。器体の右上からの剥離 (X-1)、 左上から (X-2)、 左から (X-3)の 3枚と、先端部方
向からの 2枚(B-1、 B-2(後者はステップエンド))である。これらの剥離群を整形第 1段階の剥離群と呼んでおく。

自然面が器体中央に残存しており、素材の厚さは、整形第 1段階でも、現状の器体の形状を決定した最終的な剥離群で

ある、整形第 2段階の剥離群においても、大きく変化はなく、器体の大きさのみ変化しているものと思われる。そうす

ると、整形第 1段階の剥離群の内、先端部側からのB-1と B-2は 、器体周辺の調整剥離としては奇異な剥離である。

男女倉型の特徴である樋状剥離とも考えられるが、断面 bで示したとおり、断面長軸 (レ ンズ状断面の両端を結んだ線

分)に平行しており、整形第 2段階の長軸に傾斜した樋状剥離面や、男女倉型彫器とも言われる長軸に直行するような

剥離面とは、性格を異にしていると思われる。しかし、槍先形尖頭器の周辺調整剥離面としても奇異であり、強いて解

釈するならば、樋状剥離に失敗し、衝撃剥離のように縦溝状に剥離が入ってしまったものなのかもしれない。

裏面にも、古い剥離面があり、整形第 1段階の剥離群とすることができる。Y-1～ 3と するが、いずれも素材自然
面に平行しており (断面 c)、 整形第 1段階の器体断面は、D字状であった可能性が高い。

整形第2段階では、正面では、まず大きな剥離が両縁部になされ、ついで微調整のための小剥離がなされている。裏

面では左側縁からの剥離が主体で、中規模から小規模の剥離群である。右側縁には中央付近のみ若千の平坦剥離がみら

れるのみで、自然面が大きくのこされている。したがって、正面から見て左側縁は片面加工、右側縁が両面加工の半両

面加工の槍先形尖頭器である。

整形第 2段階の樋状剥離 (A-1、 A-2、 いずれもステップエンド)は、先端側からみごとな剥離面を形成してい

るが、右側縁からの剥離面に切られており、樋状剥離以後に先端部の整形が続けられていることが分かる。これについ

ては、①樋状剥離の後に右側縁を加工して先端を仕上げたもので、樋状剥離が仕上げの段階の剥離ではないことを示す

か、②仕上げの段階の剥離であるが、樋状剥離以後の使用により先端部が久損して、右側縁を加工し、先端を再び尖ら

せたといった、 2通 り解釈が考えられる。また、A-2の存在は、複数枚の樋状剥離がなされた可能性を示している。
基部をみると、端部に自然面が残存しており、基部を完全に尖らせようとは意図されていないことがわかる。

なお、裏面左側縁下半分に擦痕によるスリガラス状の面が発達している。線状痕は、ルーペによる観察では、刃部に

直行する。また、片面にしか観察できない。この擦痕のある面の剥離面群は、正面側の剥離面群を切っていて、正面側

よりも新しい剥離群であることから、正面側に擦痕がないのは、剥離により除去されてしまったものではないことが明

らかである。つまり、当初から片面にしかついていなかったと考えられる。周囲の剥離面も擦痕を切っているものは見

当たらない。しかし、着柄によるものか、スクレーピング、ないしはホイットリングのような使用によるものかは、予

断をゆるさない。

2)男女倉型有樋尖頭器をめぐる研究史と編年的位置

森嶋稔氏により注目され、掻器、ナイフ形石器、彫器の3器種を両面調整されたブランクから作り出す技法を「男女

倉技法」と呼んだ。滝沢遺跡のような縁部が鋭角となるような樋状剥離で、樋状剥離の後に若千の加工がなされた石器

は、「男女倉型ナイフ形石器」と分類された。そのほか、両面体の刃縁部を剥ぎ取るように、縁部が直角的な樋状剥離

がみられるものを「男女倉型彫器」、樋状剥離はみられないが、両面体の両縁部に細部加工がなされた「男女倉型掻器」

が提示された (森嶋稔ほか 1975F男女倉』和田村教育委員会)。

これに対し、堤隆氏は、「男女倉型掻器」は存在が不確かであるとした上で、刃縁部の角度が 80° 未満のより鋭角な

樋状剥離をもつものを「男女倉技法」Aに より製作された「有樋尖頭器」、80° 以上の直角に近い角度の刃縁部をもつ

ものを「男女倉技法」Bに より製作された「尖頭形彫刻刀形石器」と、再定義した (堤隆 1988。 1989「樋状剥離を有
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第 3図 滝坂遺跡出上の男女倉型有樋尖頭器

する石器の再認識 (上・下)」 F信濃』40-4・ 5)。

このなかで、堤氏は、両all縁がゆるやかな弧状を呈するシンメトリーな平面形で、レンズ状の断面をもつものを「男

女倉型有樋尖頭器」、ゆるやかな弧状を呈する片側縁に対し、樋状剥離側の側縁がくの字状に角をもつ平面形で、その

調整加工が主として素材剥片の背面側に集中するため断面が扁平なD字形となるものを「東内野型有樋尖頭器」と分類

した。その分布について、「男女倉型有樋尖頭器」が青森県大平山元遺跡から、富山県立美遺跡、静岡県広合 (ひろおや)

遺跡までの、東北地域から中部・東海地域までの広い範囲に分布するのに対し、「東内野型有樋尖頭器」は下総台地の

印膳沼周辺に限定されることを示した。

編年的には、「男女倉型有樋尖頭器」が相模野台地L2～ BBl下部の諏訪間編年段階Ⅵに出現するが、中部高地で

はこれにやや先行することが予想され、ナイフ形石器文化のなかで発達し、槍先形尖頭器主体の段階には消滅してしま

うことが指摘された。一方、「東内野型有樋尖頭器」は相模野台地BBOか ら出土し、槍先形尖頭器主体の段階に発達
し、「男女倉型有樋尖頭器」に後出するとした (堤隆 1989「有樋尖頭器をめぐる評価」『長野県考古学会誌』59・ 60(シ

ンポジウム特集号 中部高地の尖頭器文化))。
須藤隆司氏は、槍先形尖頭器の出現については、安斉正人氏の説 (安斉正人 2004「東北日本における F国府系石器群』

の展開―槍先形尖頭器石器群出現の前提―」『考古学』Ⅱ)を引用し、大平山元Ⅱ遺跡を北海道渡島半島と同じ頁岩地

帯で両面調整技術構造を受容した現象と評価する。細石刃技術を拒否し、ナイフ形石器の狩猟具の理想形態の尖基柳葉

形尖頭器のための両面調整技術を受容し、その試作品として樋状剥離を用いた有樋尖頭器が出現したとする。その情報

は野尻湖集団に伝達され、さらに中部高地の集団にリンクした。情報の基本に大型品・柳葉形の製作という規範があっ

たため、男女倉黒曜石原産地遺跡群に限定されたとする。男女倉型の両面調整技術構造を受容した後に砂川型が出現す

るが、試作段階の男女倉型では両面調整技術構造の効率性 。経済性が十分に発現できないため、それを可能とする石材

環境に適応した石刃技法を整備した結果とする。石材環境適応技術 (ナイフ形石器文化伝統)の違いから、激しい地域

差を持った地域社会 (石器文化)が形成され、尖基柳葉形尖頭器という同一形態の狩猟具の要請の元に、同一の技術構

造で製作された砂川型、杉久保型、男女倉型の三形態が出現したとする (須藤隆司 2005「杉久保型・砂川型ナイフ形

石器と男女倉有樋尖頭器―基部・側縁加工尖頭器と両面加工尖頭器の技術構造論的考察―」『考古学』Ⅲ)。

以上のように、相模野台地における層位的出土例から、L2～ BBl下部の諏訪間編年段階Ⅵと編年的な位置はほぼ確

定したが、その特異な形態や製作技法の出現過程について、いまだに論議を呼んでいる。
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第 4章 自然科学分析

第 1節 滝坂遺跡のテフラ
河 西   学 (側山梨文化財研究所)

はじめに

滝坂遺跡は、韮崎台地上の傾斜地に立地する遺跡である。韮崎台地は、人ケ岳の山体崩壊に伴い流出した韮崎岩屑流

堆積物から構成され、流れ山による凹凸が台地上に分布する。本遺跡東方には小規模な高まりがあり、遺跡はその高ま

りの西斜面に位置する。遺跡周辺では、岩屑流堆積物上部の礫層が腐れ礫化しており、それを暗褐色粘土層が覆い、そ

の上位に御岳第一軽石層 (On_Pml)が堆積し、その上位を風成の褐色ローム層が覆っている。ここでは、遺跡形成に

関わる広域テフラの検出を目的として以下のテフラ分析を行ったので報告する。

分析試料

遺跡北側の谷部には黒褐色土層が厚く堆積し、土器片が包含される。遺跡中央部から南部では標準的なローム層が広

く分布している。そこで谷部のAC地点と中央部のB地点で分析試料を採取した。

分析方法

試料は、湿ったまま約 20gを秤量後、水を加え超音波装置を用いて分散をはかり、分析舗 (#250)で受けながら泥

分を除去した。乾燥後、分析師 (#60,#250)を 用いて >1/4 11ullお よび 1/4～ 1/16111111の粒径に舗別・秤量し粒径組成を

算出した。なお分析試料の乾燥重量は、別に同一試料約 5～ 10gを 秤量ビンにとり秤量後、乾燥器で 105℃、5時間放

置して得られた乾燥重量から算出した。鉱物粒子の観察は、1/4～ 1/16111111の泣径砂をスライドグラスに封入し偏光顕

微鏡下で行なった。試料ごとに火山ガラス・重鉱物・その他 (軽鉱物や風化物)の粒子の合計が 1000粒 になるように

ライントランセクト法で計数した。火山ガラスの形態分類は遠藤・鈴木 (1980)の 方法に従った。細粒結晶を包有する

F型火山ガラスはF'型 として区別した。火山ガラスの屈折率の測定は、位相差顕微鏡による浸液法 (新井 ,1972)に

よる。

分析結果

火山ガラスの屈折率測定値を第 1表に示す。偏光顕微鏡下での火山ガラスの計数結果を第 2表に示す。これをもとに

湿重基準の含水率、粒径組成、1/4～ 1/16 11ullの全火山ガラス含有率、形態別火山ガラス含有率を算出し第4～ 6図に示す。

なお 1/4～ 1/16 11ull全火山ガラス含有率、形態別火山ガラス含有率は、試料単位重量当たりの 1/4～ 1/16 11ull粒径の火山

ガラスの割合で表示した甘以下に各地点の特徴について述べる。

[A・ C地点](第 4。 6図 )

A地点は谷部の中心部に位置し、C地点はA地点よりも約 3m南側に位置する。

含水率は、A地点で 13～ 25%の値を、C地点で 13～ 21%の値を示し、ともに緩やかに上方に漸減する。A地点の

粒径組成では、1/411111以上の粒子が、No.19の 12%か ら上方に漸減し、Nos.5～ 13で は2%の極小部を形成し、上方に

増加してNo.1で 14%を示す。A地点の 1/4～ ν16111111は、7～ 16%の値を示し、Nos.16～ 17付近とNos.1～ 3付近に

極大部が認められる。C地点では、1/4 11ull以 上の粒子が、Nos.4～ 9で 2～ 3%と低率なのに対し、Nos.1～ 3では9～

10%と 高率になる。またC地点 1/4～ 1/16111111で は、Nos.4～ 9で 7～ 9%な のに対し、Nos.1～ 3では 15～ 17%と 倍

増する。A・ C地点 Nos,1～ 3での 1/4111111以 上および1/4～ 1/16111111砂粒子の増大は、粗粒子を含む堆積物の堆積を意

味するものと思われる。

火山ガラスは、1/4～ 1/16 11ull全火山ガラス含有率において最大でも0.7%と わずかで、A・ C地点とも0.2～ 0.3%

の低率で連続的に含有される。形態別の火山ガラスでは、泡壁型のA'型が多い傾向があり、塊状のB型、泡壁型平板

状のA型などが続き、中間型のC型 と多孔質型のF型を伴う。A地点 No.3で は、A'型火山ガラスが部分的な極大を、

第 1表 火山ガラス屈折率測定値

地点 試料    形態ガラス 水和層 色調 火山ガラス屈折率  対比されるテフラ
A地点

A地点

No.3 泡壁型 (A・ A'型 )
No.16泡壁型 (A・ A'型 )

征
＾
　
征
＾

無色

無色

1.498-1.501  姶良Tnテ フラ AT
l.4981.501  姶良Tnテ フラ AT
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第 2表 火山ガラス・重鉱物などの計測粒数 (+は計数以外の検出を示す )
地 点 滝坂遺跡 A地点
諒料誉号 No 91No 101No ll Io l lo l Io l Io l Io l lo I lo l

火
山
ガ

ラ
ス

 ヽ 無 色 I | 1 1

 ヽ 褐色 |

1 | I! 1 |` | 1 91 ( 4 1

V褐 色
〕 無色 I I 1! 91  モ
〕 褐色

' 
無色 I 1 1

' 
褐色

)無 色
無 Th

飛 色 引

無色 11  サ

重
　
鉱
　
物

カンラン石
カンラン石赤
辞方輝石 散 2 2 1〔 11 51 ( 1

≧斜輝石 I 1ィ 1

碕閃石 1 1 1 | 11 1 1 2 I 列

鈴化角閑石 1

需要 母 1 劉

コ雲日

僚簾石 1

ザクロ石
ジルコン 1 1

不透明鉱物 , 3 〕 6 α 3

その他 8521  84(

合 計 100( 100( 1001 0001 100(

試期番暑 No No 91No 101No ll No 121No 131No 141No 151No 161No 171No ll

火
山
ガ

ラ
ス

 ヽ 褐 色
 ヽ 熙色 1 1

 ヽ 褐色

' 
無色 I |

; 褐色
無 色 1 1 1

綱 Th

)無 色
無色

無 色 I I

蕪 色

重
　
鉱
　
物

カンラン石 1

カンラン石赤 IZ 1

1方輝石 烈 7 1

望斜耀石 1

臨PAq石 I B 1 1〔 11 3 21 II

確1ヒ角関石

皇雲 日

雲 母

録泥石

尿簾石 1 I

リクロ石 I

ジルコン 1 I

^透
明鉱物 夙 11′ 81 3

その他 70Z 8

合 計 1001 1001 1001 00(

滝坂遺跡 C地点
No 51 No 61 N6 71 No RI No

火
山
ガ

ラ
ス

 ヽ 無 色
 ヽ 褐色
 ヽ 緊色 1 IZ 2 1 1 1(

 ヽ 褐色
〕 無色 1,

〕 褐色

〕 無色

〕褐色
)無 色
無 色

無 色 1

熙 色

褐 色

重
　
鉱
　
物

カンラン石 I

カンラン石赤
辞方握石 3 釈 1

≧斜窪石 3

箇関石 2 II

L角 関石

ミ雲母
ヨ雲母
泥 石

簾 石

ザクロ石
ジルコン
下透明鉱物 21 ■ 4 3 l

その仙

合 計 1000 100(
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含
1/41/1611m   形態別火山ガラス含有率
全力・ラス合有率  A A'  B C D E F F'

No l

No 2

No 3

No 4

No 5

No 6

No 7

No 8

No 9

No 10

No ll

No 12

No 13

No 14

No 15

No 16

No 17

No 18

No 19

No l

No 2

No 3

No 4

No 5

No 6

No 7

No 8

No 9

No 10

No ll

No 12

No 13

No 14

No 15

No 16

No 17

No 18

No 19

0   20

100%

全体組成図

粒 径 組 成

0 8% 0 0 2%

0                  100% 0             0 8% 0 0 2%

踵 >1/4mln砂

物 1/4～ 1/16mm砂

□ <1/16mln泥

重鉱物組成図

!

:

|

―
■

日

|

日

日

■

日

日

■

■

日

日

日

十

日

―

―

‥

日

■

圃黒褐色土

吻暗褐色土

□褐色ローム層

20  40  60  80

火山ガラス

軽鉱物ほか

重鉱物

ｏ

■

国

園

60 70 80 90 100%

1000/1 0  10 20 30 40 50 60 70 80 90 100%

□ カンラン石 匡]酸化角閃石
□ カンラン石赤 園 雲母類

囲 斜方輝石  ■ 不透明鉱物
園 単斜輝石  囲 その他
目 角閃石

第 4図 火山ガラス含有率と重鉱物組成 (A地点)
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■

―

■

Ｉ

Ｂ

日

I

I

日

I
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No l

No 2

No 3

No 4

No 5

No 6

No 7

No.8

No.9

No 10

No ll

No 12

No 13

No 14

No 15

No 16

No.17

No 18

粒 径 組 成

100% 0                  100% 0

圏 >1/4mm砂

吻 1/4～ 1/16mm砂

□ <1/16mln泥

1/41/16mln   形態別火山ガラス含有率
全カウス含有率  A A'B C D E F F'

I I

I

|

I

I

No l

No 2

No 3

No 4

No 5

No 6

No 7

No 8

No 9

No 10

No ll

No 12

No 13

No 14

No 15

No 16

No 17

No 18

厖暗褐色土

□褐色ローム層

0   20  40  60  80

■ 火山ガラス

団 軽鉱物ほか

圏 重鉱物

1000/0 0  10 20 30 40 50 60 70 80 90 100%

回 カンラン石  国 酸化角閃石

ロ カンラン石赤 田 雲母類

囲 斜方輝石  ■ 不透明鉱物

国 単斜輝石  圏]その他
目 角閃石

第 5図 火山ガラス含有率と重鉱物組成 (B地点)

□
□
□
□
□
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第 6図 火山ガラス含有率と重鉱物組成 (C地点)

F型火山ガラスが小さな極大を示す。A地点 No.3と No.16に おけるA・ A'型火山ガラスの屈折率は、1.498～ ■501

であった。従って、A・ C地点で連続的に検出される泡壁型火山ガラスの多くは、姶良 Tnテ フラ (AT)に由来する
二次堆積粒子であると考えられる。

重鉱物では、A地点Nos.1～ 3、 およびC地点 Nos.1～ 3な ど上部において、重鉱物の割合が漸増し、輝石が多く、

単斜輝石>斜方輝石の傾向が特徴である。A地点Nos.10～ 14お よび地点 Nos.8～ 9は、不透明鉱物の極大部を形成し

ている。A地点の下半部 (No.12以下)では、火山ガラス含有率がやや低率で、重鉱物組成では角閃石・不透明鉱物が

多く上方に向かって角閃石の減少と不透明鉱物の増加傾向が認められる。これに対しA地点上半部 (Nos.1～ 11)と C

地点では、火山ガラスの若千の増加、重鉱物組成での輝石の増加と不透明鉱物の減少とが認められる点が共通する。A

地点上半部 (Nos.1～ m)と C地点とはほぼ同様の層位と認められる。A地点下部で角閃石が多い現象は、B地点では

認められない。信州ロームを構成するテフラのうち角閃石が特徴的に検出されるのは、On―Pmlである。On_Pmlは、

角閃石ほのかに、ジルコンや黒雲母などを伴うことで特徴づけられる。Nos.18～ 19は、On―Pmlに近い層位である可

能性もあるが、礫を含むことからOn_Pmlに由来する粒子が二次堆積した地層である可能性の方が高いと考えられる。

[B地点](第 5図 )

B地点は、遺跡内の最高地点に近い部分で、自然堆積の標準土層が観察されると期待された地点である。

含水率は、Nos.8～ 18で 40～ 43%の安定した値を示し上方に漸減する。粒径組成における 1/4 11Lll以上の粒子は、1

I

日

:

■

―

■

■

■

■

■

■

■

■

日

　

―

Ｉ

Ｂ

■

日

I

日

I

■

全体組成図 重鉱物組成図

-23-



～4%と 極めて低率であるが、上部で増加傾向が見られる。1/4～ 1/16 11ull粒子は、2～ 8%の値を示し、No.10付近 (Nos.8

～ 11)と Nos.1～ 2に極大部を形成している。

火山ガラスは、含有率が極めて少なく、1/4～ 1/16 11ull全火山ガラス含有率は最大でも0.1%で あり、火山ガラスの濃

集部分は認められない。B型火山ガラスは微量ながら連続して検出されたが、他の形態の火山ガラスはほとんど検出さ

れない。AT層準は削剥されたものと考えられる。

重鉱物組成では、Nos.1～ 2は、斜方輝石'単斜輝石・角閃石などの増加と、不透明鉱物の減少とで特徴づけられ、A・

C地点上部の傾向と類似する。これらの部分は、下位の暗褐色土層上にのる褐色土層からなり、一次堆積層とは異なる

耕作土や攪乱層などと判断される。Nos.8～ 11は、斜方輝石が特徴的に多く、不透明鉱物が極小となる。カンラン石は、

赤色よりも普通の無色のカンラン石が多い傾向がある。Nos.8～ 11で 1/4～ 1/16 11unの砂分率も多く、自形結晶も日立

つことから、テフラの降灰を示している可能性がある。テフラの降灰としては御岳火山や人ヶ岳火山由来のテフラが候

補にあげられる。

ATの層位   、

自然堆積におけるATな どの広域テフラ層準の検出を試みたが、それらが本遺跡の分析値点周辺において自然堆積層

として存在する可能性はほとんどない。A地点 No.3で 0.3%程度のA'型火山ガラスの小規模な極大が認められた。こ

れらの火山ガラスは、ATと 同様の屈折率であるが二次堆積粒子であると判断された。ATの場合自然推積層が残存し

ていれば、ATに由来する火山ガラスの検出は容易である。人ケ岳南麓地域では、丘の公園 14番ホール遺跡、丘の公

園第 2・ 第 6遺跡、横針前久保遺跡などでAT層準が検出されている (河西 1989,1990a,1990b,2000,河西・保坂 1989)。

滝坂遺跡周辺においては、AT層準の地層が、何らかの原因により削剥されている可能性が高い。削剥された堆積物は、

韮崎台地上に広く分布しているため、A・ C地点のように後世に形成された地層中に二次堆積粒子として混在するAT

火山ガラスを検出することができる。

註 1 形態 x型の火山ガラスの含有率Axは、Ax(%)=

B:試料の乾燥重量 (g)、 C■ /4～ 1/16 11ull粒径砂分の重量

計数した x型火山ガラスの粒数。

註 2 ATの 噴出年代は、14C年代では約 2.4～ 2.5万年前が一般的に用いられているが、暦年較正した年代は 2.6～ 2.9

万年前程度とされている (町田ほか、2003)。
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第 2節 滝坂遺跡の自然科学分析
パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

滝坂遺跡は、山梨県韮崎市水神に所在し、釜無川左岸の半島状を呈する韮崎泥流からなる台地 (七里岩)上に立地す
る。本遺跡は、縄文時代、古代、中世頃の遺跡とされており、発掘調査結果によれば、掘立柱建物跡や溝跡、土坑、ピ

ット等の遺構が検出されている (山梨県埋蔵文化財センター・山梨県考古学協会 ,2007)。

本報告では、滝坂遺跡より検出された遺構の年代観の検討や炭化物の同定を目的として、各遺構より出土した炭化物

を対象に自然科学分析調査を実施する。

1.試料

試料は、土坑 3基 (2,10,13号 土坑)お よび200号ピットから出土した炭化物 4試料である。各試料の観察の結果、2

号土坑 1172は、細片化した芯持九木状の炭化材、10号土坑 災東は最大 2 clll角 ～微細な炭化材や炭化物、13号土坑 炭

1139と 200号ピット柱材 ?の 2試料は最大 l cm角～微細な炭化材や炭化物からなることが確認された。

これらの試料のうち、複数の細～微細な炭化材や炭化物片からなる 10,13号土坑と200号ピット試料を対象に種実遺

体の抽出および同定を行う。また、4試料を姑象に放射性炭素年代測定を行う。放射性炭素年代測定試料は、遺存状況

の良好な炭化材や炭化材同定結果から各試料で主体となる分類群を対象としている。

2.分析方法

(1)放射性災素年代測定

炭化材に土壌や根等の目的物と異なる年代を持つものが付着している場合、これらをピンセット、超音波洗浄などに

より物理的に除去する。その後 HClに よる炭酸塩等酸可溶成分の除去、NaOHに よる腐植酸等アルカリ可溶成分の除

去、HClに よリアルカリ処理時に生成した炭酸塩等酸可溶成分を除去する (酸・アルカリ・酸処理)。 試料をバイコー

ル管に入れ、lgの酸化銅 (II)と 銀箔 (硫化物を除去するため)を加えて、管内を真空にして封じきり、500℃ (30分 )

850℃ (2時間)で加熱する。液体窒素と液体窒素十エタノールの温度差を利用し、真空ラインにて C02を精製する。

真空ラインにてバイコール管に精製した C02と 鉄・水素を投入し封じ切る。鉄のあるバイコール管底部のみを650℃

で 10時間以上加熱し、グラフアイトを生成する。

化学処理後のグラフアイト・鉄粉混合試料を内径 l llullの孔にプレスして、タンデム加速器のイオン源に装着し、測定

する。測定機器は、3MV小型タンデム加速器をベースとした 14C―AMS専用装置 (NEC Pelletron 9SDH-2)を 使用する。
AMS測定時に、標準試料である米国国立標準局 (NIST)か ら提供されるシュウ酸 (HOX― II)と バックグラウンド試
料の測定も行う。また、測定中同時に 13c/12cの 測定も行うため、この値を用いてδ13cを算出する。

放射性炭素の半減期はLIBBYの 半減期 5,568年 を使用する。測定年代は1950年 を基点とした年代 (BP)で あり、

誤差は標準偏差 (One sigma68%)に 相当する年代である。放射性炭素年代は、δ13cの値を用いて同位体効果の補

正を行った値 (補正年代)と 、補正前の値を併記する。

暦年較三Eに は、 RADIOCARBON CALIBRAT10N PROGRAA/1 CALIB REV5.02(Copyrigllt 1986-2005 M Stuiver

and P」 Reimer)を用いる。その際、誤差として標準偏差 (One sigma)を用いる。暦年較正とは、大気中の 14c濃度

が一定で半減期が 5,568年 として算出された年代値に対し、過去の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の 14c濃

度の変動、及び半減期の違い (14cの半減期 5730± 40年 )を較正することである。なお、暦年較正に関しては、本来

10年単位での表記が通例であるが、将来的に暦年較正プログラムや暦年較正曲線の改正があった場合の再計算、再検

討に封応するため、1年単位で表記する。

暦年較正結果は、測定誤差σ。2σ (σ は統計的に真の値が 68%の確率で存在する範囲、2σ は真の値が 95%の確

率で存在する範囲)の値を示す。表中の相対比とは、 σ。2σ の範囲をそれぞれ 1と した場合、その範囲内で真の値が
存在する確率を相対的に示したものである。

(2)樹種同定

試料を自然乾燥させた後、木口 (横断面)・ 柾目 (放射断面)。 板目 (接線断面)の 3断面の割断面を作製し、実体顕

微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の種類や配列を観察し、その特徴を現生標本および独立行政法人森林総

合研究所の日本産木材識別データベースと比較して種類を同定する。木材組織の名称や特徴は、島地・伊東 (1982)お

よびWheeler他 (1998)を 、日本産木材の組織配列は、林 (1991)や 伊東 (1995,1996,1997,1998,1999)を 参考にする。

-25-



(3)種実同定

炭化物試料を双眼実体顕微鏡下で観察し、ピンセットを用いて同定可能な種実を抽出する。抽出した種実を漑眼実体

顕微鏡下で観察し、現生標本および石川 (1994)、 中山ほか (2000)等の図鑑との対照から、種類と部位を同定し、個

数を数えて表示する。分析後は、種類別に容器に入れて保管する。

3.結果

(1)放射性炭素年代測定

放射性炭素年代測定結果を表 1、暦年較正結果を表 2に示す。同位体効果による補正を行った測定年代 (補正年代)|ま、

2号土坑 1172(ク ヌギ節)は 950± 30yrBP、 10号土坑 炭東 (ク ヌギ節)1ま 2,530± 30yrBP、 13号土坑 炭 1339(ク ヌギ節)

は2,630± 30yrBP、 200号ピット柱材 ?(ブナ属)は 310± 30yrBPを 示す。また、暦年較正結果 (σ )は、2号土坑

1172は calADl,028‐ cЛADl,151、 10号土坑 炭東は cЛBC790-cttBC593、 13号土坑 炭 1339は c』BC817‐calBC792、 200

号ピット柱材 ?は calADl,521‐ calADl,642で ある。

(2)樹種同定

結果を表 3に示す。土坑およびピットから出土した炭化材は、針葉樹 1分類群 (モ ミ属)と 広葉樹 2分類群 (ブナ属・

コナラ属コナラ亜属クヌギ節)に同定され、200号ピット柱材 ?の炭化材からは2分類群 (モ ミ属。ブナ属)が認められた。

以下に、同定された各分類群の解剖学的特徴等を記す。

・モミ属 (Abies)マ ツ科

軸方向組織は仮道管のみで構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行は比較的緩やかで、晩材部の幅は狭い。

放射組織は柔細胞のみで構成される。柔細胞壁は粗く、垂直壁にはじゅず状の肥厚が認められる。分野壁孔はスギ型で

1分野に 1～ 4個。放射組織は単列、1～ 20細胞高。

・ブナ属 (Fagus)ブナ科

散孔材で、管孔は単独または放射方向に2～ 3個が複合して散在し、年輸界付近で径を減ずる。道管の分布密度は高い。

道管は単穿孔および階段穿孔を有し、壁孔は対列状～階段状に配列する。放射組織はほぼ同性、単列、数細胞高のもの

から複合放射組織まである。

・コナラ属コナラ亜属クヌギ節 (Quercus subgen.Quercus sect.Cerris)ブ ナ科

環孔材で、孔圏部は 1～ 2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、単独で放射方向に配列し、年輪界に向かって径を

漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、1～ 20細胞高のものと複合放

射組織とがある。

(3)種実同定

200号ピットからはアカザ科の種子の破片が 1点抽出された。一方、この他の炭化物試料では、種実は 1点も認めら

れなかった。以下に、アカザ科の形態的特徴を記す。

・アカザ科 (Chenopodiaceac)

未炭化の種子の破片が検出された。黒色、径 1.2 11ull程度のやや偏平な円盤状。基部は凹み、磨がある。種皮表面には

勝を取り四むように微細な網目模様が放射状に配列し、光沢がある。

4.考察

2号土坑 1172(炭化材)の暦年較正結果 (σ )は cЛADl,028-calADl,151と 11～ 12世紀頃を示した。試料とした芯

持丸木状を呈する炭化材は、落葉広葉樹のクヌギ節に同定された。日本のクヌギ節にはクヌギとアベマキがあるが、現

在の本地域ではクヌギが一般的なのに対し、アベマキは分布していないことから、今回確認されたクヌギ節はクヌギの

可能性が高い。クヌギの木材は重硬で強度が高く、薪炭材としては国産材の中でも優良な部類に入る。

山梨県内における当該期のクヌギの確認事例では、百々遺跡 (南アルプス市)の平安時代とされる土坑より出土した

炭化材に認められた事例がある (パリノ・サーヴェイ株式会社 ,2002a)。 さらに、用途が明らかな事例では、天狗沢瓦窯

遺跡 (甲斐市)の須恵器窯や、野牛島・西ノ久保遺跡 (南アルプス市)の炭窯等から出土した燃料材や薪炭材とみられ

る炭化材に認められた事例がある (千野 ,199働 未公表)。

10号土坑 炭東 (炭化材)と 13号土坑 炭 1339(炭化材)の暦年較正結果 (σ )は calBC790-calBC593と calBC817,

calBC792と 比較的近似する暦年代を示した。また、分析対象とした炭化材も、全てクヌギ節であった。

本遺跡周辺の縄文時代晩期および後期の遺跡より出土した炭化材を対象とした分析調査は、宿尻遺跡 (韮崎市)や
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社日遺跡 (北杜市 )、 上ノ原遺跡 (北杜市)等で事例がある (植田 ,199考 藤根 ,199働 パ リノ・サーヴェイ株式会社

,2002b)。 これらの調査結果では、建築部材を中心にクリを多用する傾向が認められているが、クヌギ節の事例は少ない。

200号 ピット柱材 ?(炭化材)は calADl,521-calADl,642と 中世末～近世頃の暦年代を示した。本試料の炭化材は落

葉広葉樹のブナ属を主体とする一方、針葉樹のモミ属も認められ、複数の分類群から構成されることが確認された。こ

のうち、ブナ属は重硬で強度は比較的高い種類であり、モミ属は木理が通直で割裂性が高く、加工は容易であるが保存

性は低いとされる種類である。

周辺地域に当該期の調査事例では、モミ属は、蔵福遺跡 (笛吹市)や宮沢中村遺跡 (南アルプス市)で戦国時代～江

戸時代初期の柱材に認められた事例がある (渡辺・藤平 ,1984;山 梨県埋蔵文化財センター ,2000)。 一方、ブナ属は、木

製品や建築部材等いずれにも確認された事例がなく、木材利用状況は不明である。なお、本遺構からはアカザ科の種子

が 1個検出されたが、未炭化の種実であることから、現生の種子が混入したものと推定される。
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第 3表 放射性炭素年代測定結果

2)BP年代値は、1950年を基点として何年前であるかを示す。
3)付記した誤差は、測定誤差 o(測定値の68%が入る範囲)を年代値に換算した値。

第 4表 暦年代較正結果

Copyright

2)計算には表に示した九める前の値を使用している。
3)暦年較正曲線や暦年較正プログラムが改正された場合の再計算や比較が行いやすいように、1桁 目を九めていない。
4)統計的に真の値が入る確率はσは68%、 2σ は95%である

5)相対比は、σ、2oのそれぞれを1と した場合、確率的に真の値が存在する比率を相対的に示したものである。

試 料 補正年代

(yrBP)

δ13C
(O/。。)

測定年代

(vrBP)
Code No.

遺構名/資料名 (叱 ) 性 状

2号土坑   1172 炭化材 (ク ヌギ節 950=L 80 -32.22=生 o.65 1,070こL 30 IAAA-82022

10号土坑  炭東 炭化材 (ク ヌギ節 2,530三L 30 -25。 19■ O.54 2.540=生  30 IAAA-82023

13号十坑   炭 1339 炭イヒ材 (ク スギ飾 2.630三L 30 -30.06=生 0.81 2,710■  30 IAAA-82024

200号 ピット柱材 ? 炭化材 (ブナ属 ) 310三L 30 -33,70こ生o.49 450三L 30 IAAA-82025
)nF の算 出には、Libbvの 半減期 5568年 を使 用

試料名
補正年代
rvTRpゝ

暦年較正年代 (cal) 相対比 Code No.

2号土坑 1172

(炭化材 )
952Ξ上 27

AD  l,028  - ca

AD  l,084  -  ca

AD  l,137  - ca

AD  l,049

AD  l,124

AD  l,151

BP    922  -    901

BP    866  -    826

BP    813  -    799

0.294

0 527

0 180 IAAA-82022

AD  l,024  - ca

AD  l,063  -  ca

AD  l,059

AD  l,155

BP    926  -    891

BP    887  -    795

0 283

0,717

10号土坑 炭東
(炭化材)

2,534=L 30

BC    790  - ca

BC    687  - ca

BC    640  - ca

750

667

593

BP  2,740  -  2,700

BP  2,637  -  2,617

BP  2,590  -  2,543

0 425

0 221

0.354
IAAA-82023

BC    796  - ca

BC    692  - ca

BC    651  - ca

BC    731

BC    660

BC    544

BP  2,746  -  2,681

BP  2,642  -  2,610

BP  2,601  -  2,494

0 366

0 186

0.448

13号土坑 炭1339

(炭化材 )
2,630=L 32

817  - ca BC    792 BP  2,767  -  2,742 1 000

IAAA-82024BC    887  - ca

BC    841  - ca

BP  2,837  -  2,833

BP  2,791  -  2,720

0 005

0 995

200号ピット
(炭化材)

柱材 i
310±  26

AD  l,521  - ca

AD  l,583  - ca

AD  l,623  -  ca

AD  l,575

AD  l,590

AD  l.642

BP    429  -    375

BP    367  -    360

BP    327  -    308

0 682

0 080

0 238 IAAA-82025

AD  l,491  -  ca

AD  l,613  - ca

AD  l,602

AD  l,647

BP    459  -    348

BP    337  -    303

0,765

0 235

RAD10CARBON CALIBRAT10N PROGRAM CALIB REV

第 5表 樹種同定結果

試 料
樹種 備 考

遺構名 試料名

2丹十坑 Wo_1172 コナラ属ヨナラ亜属クヌギ節 芯持丸木状 (1/3残,半径 ;約 1,4cm、 最外年輪含む年輪5～ 6年分 )

10号土坑 炭東 コナラ属ヨナラ亜属クヌギ飾 約1.5cm角 の炭化材片

13号土坑 炭1339

コナラ属ヨナラ亜属クヌギ節】約lcm角 の炭化材片

ヨナラ属ヨナラ師属クヌギ飾

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属ヨナラ亜属クヌギ節

200号 ピット 柱材 ?

ブナ属* 約5～ 10Hlm角 炭化材片4点

モ ミ属

ブナ属

ブナ属

ブナ属
*放射性炭素年代測定試料
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第 5章 総 括

滝坂遺跡は、9,200どにも及ぶ大規模な調査範囲であったにも関わらず、検出された遺構・遺物は非常に少ないもの

である。出土遺物を概観すると、旧石器、縄文、弥生、古墳 ?、 古代 ?、 中世、近世と各時代の遺物を含んでいるにも

関わらず、いずれも破片資料である上に、出土量が僅少であることによる。遺構についても、溝、土坑、掘立柱建物等

で構成され、性格や年代を明確にできるものが少ない。こうした状況を踏まえつつ、以下に考察を述べたい。

1.14号清 (谷)について

調査区の北端で検出された谷状地形であるが、実感としては「沢」という方が実態に近い。遺構確認当初、中世堀跡

等の可能性も考えられたが、断面形態は非常にゆるやかな傾斜であり、ほぼ全面から縄文中期～晩期の上器片がみられ

たことから、自然地形と考えられた。土器片はいずれもだいぶ磨耗しており、降雨時に谷を流れ落ちる雨水等の影響が

考えられよう。調査時においても、大雨に遭うと水の通り道となり、濁流となって下方の畑に大量の水と泥が流れ落ち

ていた。こうした谷の立地状況から考えると、これら14号溝内の遺物については、より標高の高い北方、ないし東方

からの流れ込みである可能性が高い。調査区全体の遺構を眺めても、縄文時代のものと考えられる遺構は、柱穴内から

縄文晩期の土器片が出土した6号掘立柱建物、災化材の放射性炭素年代測定や暦年較正などの結果から縄文晩期の遺構

と考えられた 10号土坑、13号土坑などがある。しかし、縄文中期初頭 (五領ヶ台式期)や縄文後期 (堀之内式期)と

考えられる遺構は検出されなかった。このような状況も、遺物の多くが流れ込みであろうという考えを補足できる。

わずかながら、時代の降る遺物である陶磁器片なども出土しているが、以上のような状況から流れ込みによる混入遺

物として考えざるを得ない。出土遺物の大部分が縄文土器片であることから、谷地形の大部分は縄文晩期以降ほとんど

埋没する状況であったと考えられる。

2.溝について

今回の調査で確認された溝は、いずれも築造時期が不明確なものの、出土遺物から近世～近代頃の年代にほぼあては

められよう。共通点として、浅い溝であること、直線的であること、平行した配置を示すことがあげられる。このこと

から地境の溝であったと考えられる。ほぼ直角に曲がる 11号溝などのようなものもあるが、これは一部が 7号溝の延

長である可能性もあり、矛盾したものとはいえない。調査地点は近年まで桑畑などが営まれた耕地であり、おそらく近

世以降～現代まで耕地としての利用が考えられる。

3掘立柱建物群について

近世以前の滝坂遺跡については、1～ 6号掘立柱建物遺構の存在がある。

1～ 5号掘立柱建物については、出土遺物の年代、配置関係、推定柱材 (炭化材)からの年代測定から、中世末～近

世初頭頃の建物と考えられ、特に 2、 3、 5号掘立柱建物については、東西に隣接して並ぶ状況が窺われ、同時代性の高

い建物群といえる。3号掘立柱建物の柱材と考えられる炭化材の年代測定や、5号掘立柱建物の中央に位置する217号 ピッ

ト出土の情鉢の年代 (16c中葉)な どは、年代決定の定点として位置付けられるものである。1号、4号は、ややそれ

とは離れた位置にあるが、建物の規模や方位が近しいことから、それほど時代を隔てたものとは考えにくい。また、こ

れらの建物群は、ピットの状況から、建物を建て替えた形跡がみられないという共通点がある。

このような状況からこれらの建物群は、1.同時代に並存した可能性が高いこと、2.全体に計画性をもって建設された

こと、3.建て替える需要が無く短期間で廃絶に向かったこと、が考えられる。

6号掘立柱建物については、柱穴から縄文晩期の土器片が検出されており、年代的に 1～ 5号掘立柱建物とは峻別さ

れる。ただし、中世以前の人間の生活に関わる遺構としては唯一のものである。

4。 まとめ

以上、滝坂遺跡の特徴ともいえる遺構について概観してきたが、掘立柱建物群を除き、全時代を通じて、ほぼ人間の

生活の痕跡を辿ることが困難な状況が窺えた。ただし、散発的な活動の場ではあったとみえ、調査区全体から各時代の

遺物が散見された。また、かつては 14号溝 (谷)のような谷状地形が形成されており、特に縄文時代の遺物を中心に、

谷内への遺物の流れ込みが非常に多いことからも、該期にそれが顕著であることが窺えた。それ以降、人間の関与を窺

い知ることのできる遺構・遺物はほとんどみられない。これはこの土地が居住の場に適さず、長きに渡って人の入植が
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行われなかったことを示す。しかし、中世末～近世初頭頃に至り、突如として、掘立柱建物群が登場する。これらの建

物群は、先にあげた通り、同時代性が高く、計画的に建設され、短期間で廃絶するという特徴をもつ。これらの特徴と

合わせて、人がそれまで居住の空間として選地しなかった場所に、敢えてこれらの建物群を建設するという強い動機は

どこから生まれるのであろうか。また、中世末～近世初頭という時期を考えると、新府城跡との関連を想起せざるを得

ない。これらの建物は廃絶された後、遺構として認識できるのは、先にあげた地境の溝群であり、耕地となったであろ

うことが窺える。と、するとやはりこれらの掘立柱建物群は、この地を居住の空間として開拓し、定住したものではなく、

結果として、一時的な住まいであったといえる。これらの建物に居住した人が、新府城とどのような関わりをもったか

については想像するしかないが、年代的にも、状況的にも新府城との関連の中で理解するのが、自然であると思われる。

地理的な視点では、滝坂遺跡は新府城跡から南へ約 2km隔てた地点にあり、新府城から遠距離にあるように感じら

れるが、新府城とその外郭と考えられている能見城との距離も約 2kmの距離であって、新府城跡を中心として見た場

合には、それほど不自然な距離とは思われない。

またこれらの建物群は、東西方向に展開する配置状況から、調査区外東西方向に延びる可能性がある。それは俯敵す

ると南北に廷びる韮崎台地上尾根筋から、枝状に派生した建物群の一部ではないかと推察される。台地上周辺の遺跡に

おいても、能見城の北側に位置する次第窪遺跡では、小型のピット群の集中する地点があり建物群を形成した可能性が

窺え、坂井南遺跡においても2間 2間の東西棟掘立柱建物が検出されており、注意が必要である。今後の調査成果によっ

て、今回滝坂遺跡において発見された建物群の性格がより具体的に明らかになることを期待したい。
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1号溝

A A'

416 8m

1号湾土層

1黒褐色± 10YR3/2 しまり強く、粘性あり。

2明褐色± 75YR5/6 しまり強く、粘性あり。

12号土坑

A

第 7図  1号溝 。12号土坑平断面図

12号土坑土層

l黒褐色± 10YR3/1 しまり強く、粘性あり。ローム粒少量含む。

2明褐色± 7.5YR5/6 しまり強く、粘性あり。ローム粒を主体とする。

3明褐色上 75YR5/8 2層 より明るい。しまり強く、粘性あり。ローム

土を主体とし、 黒色上が斑紋状に混じる。

o    (1:20)    lm

ド

一４‐６

外

0     (1:80)    4m
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2号清 A―AI土層

1暗褐色± 10YR3/3 しまりあり、粘性ややあり。

2黒褐色± 10YR3/2 しまりあり、粘性ややあり。

3黒褐色± 10YR3/2 しまりややあり、粘性あり。

A'

422 0m

ローム粒少量含む。

ローム粒多量含む。

ローム粒・炭化粒少量含む。

B'

420 9m

2号溝 B―BI土層

1褐色± 75YR4/4 しまり強く、粘性弱い。炭化粒・焼土粒少量含む、直径 5mm
大の礫をまばらに含む。

2暗褐色± 7.5YR3/4 しまり強く、粘性あり。炭化粒少量含む。

2号清 C―Cf土層

1暗褐色± 75YR3/4 しまりやや強く、粘性あり。炭化粒 。焼土粒を少量
含む。直径 10mm大の礫をまばらに合む。

(1:40)    2m

第 8図  2号溝平断面図

Ｂ
一

(1:200)
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m

第 9図  3号溝平断面図
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A'

418 2m

4号溝 A―AI土層

1暗褐色± 10YR3/3 しまり強く、粘性ややあり。

2.黒tB色± 10YR3/2 しまり強く、粘性あり。

B'

417 5m

4号溝 B‐BI土層

1暗褐色± 10YR3/3 しまり強く、

2.黒褐色■ 10YR3/2 しまり強く、

粘性ややあり。

粘性あり。

4号溝 C―Ci上層

1.暗褐色± 10YR3/3 しまり強く、粘性あり。

m

調 査 区 外

0   (1:250)  lom

第10図  4号溝平断面図
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B                                               B'~                                          417 8m

/

A                     A'
418 2m

5号溝 A‐ Ai土層

1黒褐色± 10YR3/1 しまり強く、粘性あり。

5号清 B‐ BI土層

1.黒褐色土 lllYR3/1 しまり強く、粘性あり。

直径 10～ 30mm程の円礫を少量含む。

X
―Ci土層5号溝 C

± 10YR3/1 しまり強く、粘性あり。1.黒褐色

± 10YR3/3 しまり強く、粘性あり。2.暗褐色

0        (1:40) 2m

げ

一４‐６
Ｃ
一

16号

0   (1:250)  lom

第11図  5号溝平断面図
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A'

419 7m

6,7号溝 A‐AI土層
1黒褐色± 75YR3/1 しまり強く、粘性ややあり。(7号溝覆土)
2黒褐色± 75YR3/1 しまりやや強く、粘性あり。ローム粒含む。
人頭大の礫を含む。(6号溝覆土)

(1:40)    2m

Ａ
一

しまりやや強く、粘性あり。ローム粒含む。

しまりやや強く、粘性あり。

しまり強く、粘性あり。

(1:20)

6号溝 B―BI上層

1黒褐色上 75YR3/ユ

人頭大の礫を含む。

2明褐色± 75YR5/6

3明褐色± 7.5YR5/8

調 査 区 外

0        (1:200) 10m

・ 7号溝平断面図

-36-

第12図  6



10号溝

13号溝土層

1暗褐色上 10YR3/3 しまり強く、粘性やや弱い。ロエム粒を含む。

第13図  8・ 13号溝平断面図

-37-

8号清土層

1にぶい黄褐色± 10YR4/3 しまり強く、粘性弱い。ロー

ム粒、焼土粒を微量含む。

調 査 区  外

(1:20)

クション図セ

０
」

平

ｍ
‐

　

　

ｍ

１

一
一
　

　

５

面図

(1:100)



9号溝

A'

420 9m

9号溝 A‐ AI土層

1黒褐色± 10YR2/3 しまり強く、粘性弱い。

2暗褐色± 10YR3/3 しまり強く、粘性弱い。

B'

419 7m

9号溝 B‐BI土層

1黒褐色± 10YR3/2 しまり強く、粘性弱い。炭化物を微量含む。

Ｂ
一

σ

一４‐８

9号溝 C―Cf土層

1黒褐色± 10YR2/3 しまり強く、粘性やや弱い。ローム粒を多量含

む。炭化物粒、焼土粒を微量含む。

2.黒褐色± 10YR3/2 しまり強く、粘性あり。ロームブロックを含む。

10号溝 D              D'
1                        420 7m

10号溝 D―Di土層

1暗褐色上 10YR3/4

2黒褐色± 10YR2/3

しまり強く、粘性弱い。

しまり強く、粘性弱い。

10号溝 E‐ EI土層

1灰黄褐色± 10YR6/2

2黒褐色± 10YR3/2

管破片を含む。炭化粒、

3黒褐色± 10YR3/2

4黒褐色± 10YR3/2

量含む。

F

E'

419 4m

しまり強く、粘性弱い。炭化物が層状に入る。

しまり強く、粘性弱い。拳大～人頭大の礫と土

ローム粒を極微量含む。

しまり強く、粘性弱い。ローム粒を含む。

しまり強く、粘性弱い。直径 10mm大の礫を微

「4187m

10号溝 F‐FI土層

1.暗褐色± 10YR3/3 しまり強く、粘性やや弱い。焼土粒、炭化物粒

を微量含む。直径 1～ 3mm程の白色の小礫をまばらに含む。

m
セクション図

(1:200)

平面図
。10号溝平断面図
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10号溝

9号土坑

10m



A'

419 3m

11号溝 A― AI土層

1黒褐色± 10YR3/2 しまり強く、粘性やや弱い。焼土粒・

炭化物粒を少量含む。直径 10mm以下の砂利を少量含む。

2褐色± 7.5YR4お しまり強く、粘性あり。

1耳 号溝 B‐BI土層

1暗褐色± 10YR3/3 しまり強く、粘性あり。焼土粒・炭化物粒を少

量含む。

2褐色± 10Y酌/4 しまり強く、粘性弱い。炭化物粒少量含む。直径
5mm以下の砂利を多く含む。

C                   C'
418 5m

ll号溝 C‐Ci土層

1黒褐色± 10YR3/1 しまり強く、

粘性あり。

撹 乱

D

11号溝。16号溝 D‐Di土層

1暗褐色± 10YR3/3 しまり強く、粘性あり。(11号溝)
2黒褐色± 10YR3/2 しまりやや強く、粘性あり。やや砂質。直径 10mm以下の砂利を含む。(11号溝)
3黒褐色± 10YR3/2 しまりやや強く、粘性あり。2層 よりやや明るい。(16号溝)

ｙ

一４‐９

(1:40) 2m

セクション図

0    (1:200)   lom

平面図

第15図  11号溝平断面図
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れ

A'

421 5m

12号溝 A‐AI土層

1.灰褐色± 75YR4/2 しまりややあり、粘性ややあり。

B'

421 5m

12号溝 B‐ BI土層

1暗褐色± 10YR3/3 しまり強く、粘性やや弱い。炭化粒、礫を微量含む。

(1:40) 2m

第16図  12号溝平断面図
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第17図 14号溝 (谷)平面図
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14号溝 A― AI上層

1.暗褐色± 7.5YR3/3 しまりやや強く、粘性やや弱い。炭化粒、焼土粒を少量含む。土器などの

小片を少量含む。

2灰褐色± 75YR4/2 しまり弱く、粘性あり。ローム粒を含む。

3黒褐色± 75YR2/2 しまりやや強く、粘性あり。

4黒褐色± 75YR2/1 しまりあり、粘性あり。

5黒褐色± 75YR3/2 しまり強く、粘性やや弱い。

6赤褐色± 5YR4/8 しまり強く、粘性強い。

7.黒褐色± 75YR3/1 しまり強く、粘性あり。

&黒褐色± 75YR2/2 しまやや強く、粘性あり。

B'

422 0m

14号溝 B‐BI土層

1暗褐色± 75YR3/4 しまり強く、粘性弱い。炭化物を含む。明褐色土 (75YR5/8)

粒子を少量含む。

2.黒褐色± 75YR2/2 しまり強く、

(75YR5/8)粒子を少量含む。

3黒褐色± 7.5YR2/2 2層 に似る。

4.黒褐色± 75YR3/2 しまり強く、

5暗褐色± 75YR3/4 しまり強く、

A'

421 7m

粘性やや弱い。炭化物を少量含む。明褐色土

粘性あり。炭化物を少量含む。

粘性弱い。1層よりやや明るい色調を呈する。

C'

423 7m

14号溝 C‐CI土層

1暗褐色± 75YR3/3 しまりやや強く、粘性やや弱い。災化粒、ローム粒を少量含む。土器などの小片

を少量含む。

2.極暗褐色± 75YR2/3 しまり強く、粘性弱い。戊化粒、ローム粒を少量含む。

3黒褐色± 75YR3/2 しまりやや強く、粘性あり。焼土粒を少量含む。

4黒褐色± 75YR2/2 しまりやや強く、粘性やや弱い。炭化粒、焼土粒を少量含む。

5黒褐色± 75YR3/2 3層 よりも明るく、やや赤みが強い色調を呈する。しまりやや強く、粘性あり。

6極暗褐色± 75YR2/3 2層 より明るい色調を呈する。しまり強く、粘性やや弱い。ローム粒を含む。

え化粒を少量含む。

7暗褐色± 7.5YR3/4 しまり強く、粘性弱い。ローム粒を多量含む。

第18図  14号溝 (谷)断面図
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0    (1:120)   6m



15号溝
15号溝

A

第19図  15。 17号溝平断面図

-43-

15号溝 A‐AI土層

1黒褐色± 10YR3/2 しまり強く、粘性あり。

15号溝 B― BI土層

1.黒褐色± 10YR3/2 しまり強く、粘性あり。

A'

417 8m

ぼ

一４‐７
Ｂ
一

0    (1:20)   lm

(1:100)

17号溝

17号溝土層

1.黒褐色± 10YR3/1 しまり強く、粘性あり。

(1:40)    2m

セクション図

0    (1:80)    4m

平面図



A             A'
417 3m

―
16号溝 A―AI土眉

1黒褐色± 10YR3/1 しまり強く、粘性あり。

罷

16号溝 B‐ BI土層

1黒褐色± 10YR3/2 しまり強く、粘性ややあり。

2にぶい黄褐色± 10YR4/3 しまり強く、粘性あり。

(1:40)

ｙ

一４‐７

ｍ
　
　
　
　
ｍ

２

ヨ
　

　

０

16号溝平断面図  平面図

-44-

(1:200)



1号土坑 2号土坑

莉99

1号土坑土層

1黒色± 75YR2/1 しまりややあり、粘性弱い。

焼土粒、λ化粒を多量含む。

ロ

阿 m

蜘
2号土坑 A‐ AI・ B‐BI土層

1黒褐色± 75YR3/1 しまり強く、粘性ややあり。焼土粒、炭化粒、

ローム粒含む。

2褐色± 75YR4/3 しまりあり、粘性あり。ローム粒含む。

3黒褐色± 7.5YR3/1 しまり強く、粘性ややあり。ローム蔵、焼土粒、

災化粒を少量含む。

4黒色± 75YR2/1 しまりやや強く、粘性あり。災化粒を多量含む。

5褐色± 7.5YR4/3 しまりあり、粘性あり。ロームを多量含む。

195m

3号土坑土層

1灰黄褐色± 10YR4/2

2黒褐色± 10YR3/1

5・ 6号土坑

しまりややあり、粘性ややあり。小礫含む。(表土)

しまりあり、粘性あり。炭化粒を多量含む。(3号土坑覆土)

第21図  1～ 6号土坑平断面図

-45-

10YR3/1 しまり強く、粘性あり。

炭化物を微量含む。

75YR5/6 しまり強く、粘性あり。

黒色土を少量含む。

75YR5/6 しまり強く、粘性あり。

4号土坑土層

1黒褐色土

2.明褐色土

3明褐色土
5。 6号土坑土層

1黒褐色上 75YR3/2 しまり強く、粘性弱い。

褐色 (75YR4/6)の粒子を含む。炭化物少量含む。(5号土坑)

2暗褐色± 75YR3/3 しまり強く、粘性やや弱い。

褐色 (75YR4/6)の粒子を少量含む。炭化物を少量含む。(5号土坑)

3暗褐色± 75YR3/4 しまり強く、粘性やや弱い。

褐色 (75YR3/4)の粒子を少量含む。え化物を少量含む。(5号土坑)

4褐色±  75YR4/3 しまり強く、粘性強い。粘土質。(5号土坑)
5黒褐色± 7.5YR3/2 しまり強く、粘性やや弱い。炭化物を少量含む。(6号土抗)

3号土坑

(1:80)    4m



14号溝
7号土坑土層

1暗褐色土ど
の 2黒褐色土

75YR3/3 しまり強く、粘性あり。

戊化粒、焼土粒を少量含む。

75YR2/2 しまりあり、粘性やや強い。

黒褐色上を主体として、暗褐色土 (75YR3/3)の粒子を含む。

炭化粒を少量含む。

8号土坑

A

10号土坑土層

1黒褐色± 10YR3/1

2暗褐色± 10YR3/3

3黒褐色± 10YR3/2

4暗褐色± 10YR3/3

5黒褐色± 10YR3/1

6黒褐色± 10YR3/2

L

l黒褐色± 10YR3/1
2黒褐色± 10YR3/2

14号土坑

14号土坑土層
1.黒褐色± 10YR3/1
2黒褐色± 10YR3/1
3黒褐色■ 10YR3/2

A′

421 3m

3極暗褐色± 75YR2/3 しまりやや強く、粘性強い。

極暗褐色土を主体として、暗褐色土 (75YR3/3)の粒子を含む。

戊化粒、焼土粒を少量含む。

4黒褐色± 75YR3/2 しまりやや弱く、粘性強い。

黒褐色土を主体として、褐色土 (7.5YR4/4)の粒子を多量含む。炭化粒を少量含む。

9号土坑
撹 乱

A                 A'
196m

9号土坑土層

1黒褐色± 10YR2/3 しまり強く、粘性あり。ロームブロックを含む。

11号土坑土層

1黒褐色± 10YR3/1

2暗褐色上 10YR3/3

3黒褐色± 10YR3/2

4暗褐色± 10YR3/3

5暗褐色± 10YR3/3

6暗褐色± 10YR3/3

しまり強く、粘性あり。炭化粒を含む。

しまり強く、粘性あり。

しまりあり、粘性あり。

しまり強く、粘性あり。

4層 より暗い。しまりあり、粘性あり。

4層 に似る。しまり強く、粘性あり。

13

期は〔劇）仲
ェ

撹

乱

強

強

強

ま

ま

ま

し

し

し

A'

4196m

粘性あり。焼土粒を含む。
粘性あり。
粘性強い。

第22図  7～ 11・ 13・ 14・ 15号土坑平断面図

釣
15号上坑土層

1黒褐色± loYR3/1 しまり強く、粘性あり。

焼土粒、炭化粒を微量含む。

2明褐色± 75YR5/6 しまり強く、粘性強い。
3にぶい黄褐色± 10YR4/3 しまり強く、粘性強い。

8号土坑土層

1黒褐色± 10YR2/3 しまり強く、粘性あり。直径 15～ 40mm

程の円礫を多量含む。

10号土坑
ド
418 9m

ゝ

炭化物

しまり強く、粘性あり。炭化粒少量含む。

しまり強く、粘性あり。

しまり強く、粘性あり。

しまりあり、粘性あり。

しまりややあり、粘性あり。炭化粒含む。

しまりあり、粘性あり。

A′

4184m

しまり強く、粘性あり。炭化粒少量含む。
しまり強く、粘性あり。

-46-

(1:80)    4m



1号柵夕1

226P

219P

1号掘立桂建物
157P l∞
豊

B   B'
417.5m

225副
224P

C    C!

閉ガ
旧m
222P

D   D'
417 8m

221Ⅳ
220P

16号溝

1)"

_ミユ~3号溝
~~

225含
①ぼ一郷
⑥

◎

22津
◎ ()i22P

②
ら20P

ユ

Ｐ221

(1:60)

9219P

271P 158P "154P
F

153P

41P

2号掘立桂建物

174P

1・ 2号掘立柱建物平面図

-47-

乱

関連付属建物 ?

Q
192P

乱撹

m

。
4.P

第23図  1号柵列、



3号掘立柱建物 4号掘立柱建物

217P 初期田図

o (1:10)25cm

o    (1:100)   5m

第24図 3・ 4・ 5号掘立柱建物平面図
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1号掘立柱建物 エレベーション図

A                   r

i説『

~~~4こ

「

~~~甍

盈

2m
C                    C'

“

m

F               F'
99m

147P              241P

157P

G             ば
99m

145P    152P    147P

2号掘立柱建物 エレベーション図
A

C

247P      248P

249ピ ット土層

G    G'
419 2m

145P

H             H'

M 

�

C'

4184m
D                    D'

帝 ― ― ― ― ― ― ― 一 ¬ ヂ

80m

170P                  171P
Ｉ

　

　

Ｐ〔
ν

グ

２４

2

1黒褐色± 10YR3/1 しまりあり、粘性あり。焼土粒を含む、

炭化粒を微量含む。柱の抜き取り痕か。

2黒褐色± 10YR3/2 しまり強く、粘性あり。

3号掘立柱建物  エ レベーション図

2   

内

1    

開

1   

蜘

B                                                       B'
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9ヽ8号ピット土層

1に ぶい赤褐色± 25YR4/3 しまり強く、粘性あり。

焼上を主体とする。

2黒褐色± 10YR3/2 しまりあり、粘性あり。

第25図  1。 2・ 3号掘立柱建物エレベーション図
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197号ビット土層

1.黒褐色± 10YR3/1 しまりややあり、粘性あり。ローム粒を微量含む。

注痕跡か。

2.にぶい黄褐色± 10YR4/3 しまりあり、粘性あり。ローム粒多量含む。

161P 195P 201P

(1:100) 3m

輸    位 師

D'

421 lm

-50-

(1:100) 3m



引v

二

`(3)歩

「3P
当

《

）

‐６５Ｐ

撹 乱

■③
J191P

C

（〔叶〕）「“剛　　Ｃ・『
191P

D

・７３Ｐ　中一４２〇一日甲円Ｕ２７３Ｐ

m

273号 ピット土層

1黒褐色± 10YR3/2 しまり強く、粘性あ
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琴号 グ ント 長 軸 短 軸 深 さ 平 而 形 考

1 B 0.27 0.18 0。 14 楕 円

B 0.22 020 009 円
B 6-4 023 022 006 円
B 0.32 0.26 0.15 楕 円

D 041 020 0.18 脩 円
C 6-2 0.39 0.35 0.62 略 円

7 D 4-4 0.25 0.24 0.13 円

C 0.24 0 18 0.13 精 円 1建関連

D 025 0.24 0.09 円
1 E 5-4 0.30 025 0.08 略楕 円
F16-1 0.31 031 0.31 略 円

1 D10-2 0.27 0.19 0.31 結 円

1 Dll-1 0.19 0.11 007 楕 円
D10-4 029 024 042 精 円 2土に切られる

1[ D10-4 0.26 0.20 0.29 楕 円
l D10-1 0.26 025 042 円
1 D10-1 0.16 0.14 0.15 円

1 D10-4 0.23 0.23 0.35 円

1〔 D9-2 0.34 029 0 16 楕 円
D9-2 037 031 0.39 楕 円
D10-3 034 0.27 0.43 楕 円
D10-3 0.30 025 021 楕 円
D9-3 0.70 0.52 0.19 略楕 円

D9-3 0.27 0.19 0.13 精 円

D9-1 0.40 036 033 円
D 0-3 049 049 022 略 円
D 0-4 0.26 0.23 020 円 2土に切られる

D 0.31 028 033 円
D 0.36 0.30 0.15 略楕 円

F 8-1 0.27 0.25 0.44 円

D 0.36 0.23 0.14 楕 円

D 0 18 0.18 0.50 円 5建

3〔 D 2-2 027 026 0.51 円 5笑≧

A 036 0.28 028 楕 円 2笑≧?

C 085 0.19 円

C 0.38 0.36 0.12 円

F 0.44 0.39 0.07 円

G 053 0.24 011 楕 円
F 0,72 024 012 lIS楕円
F 7-3 027 024 0.09 円
F 0.20 0.17 0.15 円

E 0.25 0.23 0.13 円

E 8-2 0.27 0.18 0.21 楕円

E 022 0.28 HIS円
E 8-2 030 0.24 008 賂楕 円
E 032 028 0.06 楕 円
F 0.48 0.39 0.27 楕 円

G18-1 0.64 0.48 0。 10 楕 円

E3-1 0.88 0.44 023 楕 円 溝 谷)内

E3-1 037 030 0.60 楕 円 溝 谷)内

D3-3 0.19 0.09 円 溝 谷)内

E3-1 048 031 0.27 精 円 溝 谷 )内

E3-3 039 031 0.26 精 円 溝 谷 )内

E3-2 0.28 0.22 0.23 楕 円 溝 谷)内

E3-2 053 0.46 1 略 円 溝 谷)内

E3-2 0.18 0.17 0 3 円 溝 谷 )内

E3-1 0.21 0.20 1 円 溝 谷)内

F2-3 034 017 3 精 円 溝 谷 )内

E2-4 0.48 041 0 5 楕 円 溝 谷 )内

E2-3 026 025 0 5 円 溝 谷)内

F2-3 025 0.22 2 lt3円 溝 谷)内

第 6表  ビットー覧

深 さ 半面形 考

E3-1 038 026 0.10 楕 円 溝 谷 内

F3-2 030 0.19 0.30 楕 円 浦 谷 内

E3-2 0,16 0.11 0.22 楕 円 溝 谷 内

F2-3 0.41 020 精 円 溝 谷 内

F2-4 089 077 026 楕 円 溝 谷 内

F2-4 051 0.51 0.13 路 円 溝 谷 内

F3-2 0,78 049 0.27 楕 円 4績 (谷 内

F3-3 0.42 0,37 0,10 円 4溝 谷 内

F3-3 0。 75 0,75 015 略 円 溝 谷 内

F3-2 0.37 031 033 楕 円 溝 谷 内

C2-3 0.24 019 011 円 溝 谷 内

D2-4 045 0.43 0 10 円 4溝 (容 内

3-1 021 0.20 0.08 円 4指筆 谷 内

C2-4 0.39 0.26 0.18 楕 円 4溝 谷 内

D3-1 0.28 0.28 021 円 4溝 谷 内

D3-1 023 019 0.19 楕 円 4平歯 谷 内

D3-1 042 0.32 012 精 円 4平毒 谷 内

D3-2 034 0.22 精 円 4報尊 谷 内

D3-1 0,53 0.10 略楕円 溝 谷 内

D3-1 0.28 026 0.32 円 溝 谷 内

D3-1 039 031 007 楕 円 溝 谷 内

D3-2 025 0.24 0 11 円 溝 谷 内

C3-1 0.36 0.29 0.25 楕 円 溝 谷 内

8i C2-4 024 0.20 0.14 円 4渭尊 谷 内

D3-1 0_52 0.30 0.30 楕円 溝 谷 内

C2-4 0.37 0.28 0.10 楕 円 溝 谷 内

D3-1 0.81 065 006 精 円 溝 谷 内

E3-2 036 027 0 2 楕 円 溝 谷 内

F3-1 046 0.34 2 楕 円 溝 谷 内

E3-2 066 0.36 2 楕 円 溝 谷 内

FR-9 0.61 0.46 0 4 略楕円 溝 谷 内

E3-3 0.52 0.38 0.20 楕 円 溝 谷 内

F2-3 071 038 0.17 略楕円 溝 谷 内

0 F3-3 088 051 004 楕 円 溝 谷 内

F3-2 065 0.37 0.21 楕 円 溝 谷 内

E3-2 040 0.33 0.12 楕 円 溝 谷 内

F3-3 0.54 0.34 0.04 楕 円 溝 容 内

F3-2 0.92 066 011 略楕円 溝 容 内

l F3-1 0.28 0.25 011 円 溝 谷 内

l F2-3 0.24 0.17 0.14 楕 円 溝 谷 内

1 D2-4 022 0 16 008 略精 円 溝 谷 内

D2-4 0.17 0_13 0.09 楕 円 溝 谷 内

D2-3 027 0.16 0 9 楕 円 溝 谷 内

l D2-3 0.19 0.18 0 1 略 円 溝 谷 内

C2-3 0.34 0.33 0 4 略 円 溝 谷 内

l F2-3 0.43 032 2 精 円 溝 谷 内

B5-4 1.13 105 0 8 円
B6-2 1,34 105 021 略楕円
2 B6-2 0,75 0.49 015 略楕円
2 B6-2 040 0.35 0.14 円
E9-1 089 0.60 0.26 楕 円
2 B10-1 0.32 0.31 0.24 円

B10-2 0.72 0.61 0.18 楕 円

2 C9-4 1.13 0.56 0.20 楕 円

B10-3 0.20 0 17 0 18 円

C10-1 0.28 022 026 円
E8-1 048 0.40 0.13 烙 円
3 E8-1 051 0.44 0.33 IIS精円
E8-4 0.34 0.34 0.10 円

3 E8-1 0.30 019 0.08 楕 円
3 Bll-1 0.35 0.30 0.10 円
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苔 号 夕 ツド 長 軸

B l 035 033 0.09 円
B 035 0.35 0,11 円
B 0.33 0.32 0.09 円

B -1 0.45 031 0.08 楕 円
C 0- 092 071 0 15 楕 円
1 C 028 0.08 円

C 0-3 0.38 0.28 0.32 楕 円 1律闇淳

C 0.38 0.30 061 楕 円 1柔≧

C 0-3 034 029 026 略 円 1建

C 0.33 028 0.47 円 1建関連

C 034 0.24 0.27 略精円 1発筐

C 0.29 0.24 0.21 円 l建閏淳

C 0.36 034 036 際 円 1律

C 0.25 021 0.46 円 1建関連

C 0-4 029 0.24 0.30 円
5 C 0.50 0.42 020 楕 円
C 035 0.26 0,43 楕 円 1建

C 0-1 0.40 0.30 0.59 精 円 1建

C 0-1 0.26 0.23 033 円 1陣

B 0.25 023 0.34 円
B 029 0.26 0.08 円
10-1 0.24 0.36 円 1建

C 0.32 0.22 0.08 惰 円

D9-4 0.46 038 019 円
6 D(
'-4

027 0.22 精 円 4蕉曇

B 0.26 0.24 0.25 円 2建

B 032 0.31 0.45 喀 円 2亮≧

D 0.26 0.22 018 円 5癸茎

D 038 033 048 円 6充≧

C 1-2 040 0.37 0.49 際 円 6癸妻

C 2-2 025 0.21 0.42 円 3建

B 0.26 0.22 034 円 2建

A 0.26 022 0.30 円 2建

7 B 0.21 0.18 0.23 円 2建

B 3-1 0.30 021 031 精 円 2建

B 3-1 0.25 0.25 0.07 円

B 027 0.21 0.22 楕 円 2建

D 0.26 0.13 0 10 楕 円

F 2-3 0.88 077 024 精 円
7 D 043 035 0.13 略楕 円
7 C 4-1 074 0.51 0.13 精 円
C 2-3 0.29 021 0.32 精 円 3莞啓

C 2-3 021 017 007 円 3建 ?

C 0.28 0.24 0.32 略 円 3建

D 2-3 0.20 0.16 0.18 Fle円

C 0.16 013 006 円
C 021 018 0,13 円 3癸≧?

F 047 0.25 0.09 IIB精 円
C 0.36 0.33 008 円
B 0.37 028 0.08 楕 円
B 1-2 031 028 0.08 円
α負―И 0.59 0.45 0.29 楕 円

E 0-1 032 030 0.37 円 4笑≧

9 C 1-2 035 0.34 0.59 円 6癸≧

9 C 1-1 0.20 0。 17 006 円 1律闇悼

9 E 0.22 022 0.37 円
9 E 0-3 081 057 0.09 tHg楕 円
9 E9-3 0.32 0.31 0,35 円 4癸≧

C 2-4 0.29 026 0.36 円 3棄魯

E9-4 0_38 0.33 0.80 llS円 4発≧

挙号 | グ ツ ド 長軸 短 軸 際 さ 平面形 偏 考

C ―ユ 0.21 014 019 精 円 3建

C -2 0,19 0.18 0.22 円

200 C 026 0.24 0.48 円 3建

201 E10-1 026 0.24 0.26 円 4莫≧

E9-3 0.17 017 036 際 円 4笑≧

E9-1 0.16 0.16 031 略円 4笑≧

E9-2 028 0.26 0.53 円 4発幸

C12-2 0.23 021 0.42 円 3笑≧

E9-3 0.25 022 0.37 略 円 4建

C12-4 022 0.21 円 3笑≧

C12-3 0.22 0.19 円 3笑≧

E9-4 0.37 033 0.56 略 円 4癸≧

E10-2 0.25 0.22 0.09 円

12-3 021 0.20 0.18 円 3建 ?

D9-3 044 039 0.80 円
E 3 0.26 018 013 楕 円
E 0.31 0.22 惰 円

E 023 0.18 0.08 円
D 2-1 0.25 020 0.28 円 5建

n ,-9 0.31 027 035 円 5建

218 D 2-2 0.32 0.22 0.28 脩 円 5棄甚

E 0.53 0.53 略 円 1号柵列

D 8-2 046 0,42 円 1号柵列

E18-3 0.24 019 031 略楕円 1号柵列

222 D 8-4 0,41 0.36 0.57 円 1号柵列

D 027 0.21 0.13 精 円 1号柵列

224 D 8-3 037 034 046 円 1号柵列

22E D18-3 0.24 0.24 0.07 略 円 1号柵列

22( D 8-3 045 0.33 0.20 略楕円 1号柵列

227 E 030 0.28 029 円
22[ D 0.26 0.23 0.28 円

D 0.23 0.21 0,14 略 円

D 023 021 0.12 円
D 7-3 031 029 020 円
D 7-3 0.20 020 0.12 円
D 7-3 0.38 0.30 0.09 楕 円

D 027 0,22 0.29 円
D 7-3 0.30 0.32 円

D 7-4 0.23 0_18 0.36 楕 円

D 7-4 0.48 0.32 0.07 隅丸長方罪

23こ D 0.19 015 0.14 楕 円
D 2-2 020 017 013 円
D 2-2 0.29 0.25 0.28 円 5建

C 0.30 018 0.42 楕 円 1建関連

242 E18-3 0.26 0.19 0.09 楕 円

C 023 0.21 0.06 円
C 0.19 018 0.05 円
C 7-4 0.24 0.18 0.09 楕 円

C 0.28 0.25 0.25 円

B 045 031 035 楕 円 2笑≧

B 2-4 042 (033 0.46 (円 )? 2建

B 0.43 0.30 0.50 略精 円 2笑≧

F17-4 0.27 0.22 031 円
G17-3 037 0.29 028 精 円

252 F18-2 0.24 0.19 0.12 精 円

Dll-4 0.25 0.21 0.10 楕 円 5棄≧

C 0.24 022 円 1建

273 C 0.47 037 055 際精 円 6笑≧

D 0-2 0.29 0.28 0.47 略 円

292 D 0.26 0.24 0.32 円
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後
期

沈
線
文

明
掲

白
里
室

″
内

4■
澄

十
采

深
鉄

蘊
支
中
期

沈
繰
支

に
ぶ
い
示
褐

五
領
ヶ
台

と4
号
溝

上
器

浅
鉢

縄
文
中
期

―
/―
/

粘
土
紐
貼
付

Ft
J

黒
、
日
、
雲

日
縁
部
破
片

14
サ
濠

1
上
器

深
鉢

縄
文
中
期

に
ぶ
い
示
褐

白
里
示
室

14
身
漉

十
器

深
鉢

紹
文
後
期

―
/―
/

沈
繰
文

褐
窯
、
自
、
雲

14
号
耀

土
器

深
鉢

縄
文
中
期

―
/―
/

半
口
縁

明
黄
褐

黒
、
日

曽
利

4昇
漉
2

十
果

没
縁

網
す
終
期

流
縦
支

楊
黒
、
白
、
示

14
号
選

土
碁

深
鉢

紹
文
中
期

―
/―
/

口
縁
音
骸
Jみ
、
RL
縄
文
?

僑
72

五
領
ヶ
台

14
号
議

土
器

浅
鉢

縄
更
晩
期

沈
線
文

白
星
未

4号
濫

十
梁

深
鉢

紹
支
中
期

沈
繰
文
、
東
‖
姿
文

褐
自
、
角

14
号
濫

土
器

浅
鉢

縄
文
後
期

―
/―
/

(内
)用
〕突
文
、
況
線
文

褐

と4
号
溝

土
器

深
鉢

縄
文
中
期

―
/―
/―

粘
土
紐
貼
付
、
沈
線
文

楊
白
雲
県

14
号
浅

十
器

深
欽

絹
文
中
期

/―
/

凍
U突
文

明
褐

自
、
黒
、
_T
、
/卜
標
10
15

14
号
濫

土
器

重
弥
生
前
期
?

―
/―
/

幅
広
の
況
繰
文
、
日
唇
部
お
よ
び
突
稀
に
招
顕
押
止

白
、
赤
、
雲
、
黒

口
緻
▼
Ь破
片

4丹
渡

十
器

没
鉄

網
す
中
期

沈
線
文

錫
白
、
宝
具

上
俵
ヶ
含

14
号
濫

十
器

深
f4
t

蘊
文
中
期

―
/―
/

刺
突
文
、
竹
管
文

褐
自
、
雲
、
黒

t4
号
濠

土
器

深
鉢

縄
文
甲
期

―
/―
/

沈
線
文

掲
白
星
室

五
領
ヶ
台
?

4号
澄

十
界

深
鉄

紹
支
絡
期

沈
繰
支

日普
褐

白
、
雲
、
黒

t4
号
溝

土
器

深
鉢

縄
文
後
期

―
/―
/

抗
繰
文

褐
日
、
角
、
黒

加
曹
利
B?

14
号
濡

土
器

深
鉢

縄
文
中
期

一
/一
/―

里
白
示
室

下
層

五
俵
ヶ
台

十
器

深
鉢

絹
文
中
期

/
沈
繰
文
、
刺
突
文

明
褐

白
、
黒
、
室

卜

'曽

五
槻
ヶ
曾

14
号
種

土
器

深
鉢

縄
文
後
期

―
/―
/

無
文

に
か
い
費
褐

自
、
角

姑
之
内

4昇
濫
37

十
県

紹
甘
終
戦

流
演
支

日音
ネB

黒
白
示
嚢

魁
之
内
、
在
日
上
器
の
収
つ
手
罰
`分
か

14
号
濫

十
器

鉄
編
文
後
期

―
/―
/

(内
)角
押
文
(外
)沈
繰
文

褐
自
、
示
、
雲

嘱
之
内

14
号
種

土
器

浅
鉢

縄
文
後
刻

/
(外
)廉
1突
文
、
日
唇
部
亥
」
み
(内
)床
1突
文

掲
白
、
雲

4暑
澄

十
県

没
鉄

紹
甘
絡
期

汁
繰
す
竹
管
す
、
RL
綴
支

掲
巽
、
白
震

14
号
濫

■
器

探
欽

編
支
中
期

―
/―
/

沈
線
文
、
刺
突
文

褐
黎
、
自
、
雲

五
領
ヶ
台

14
号
穏

土
器

探
鉢

縄
文
後
翔

/―
/―

沈
線
文

に
ふ
い
禍

白
、
黒
、
赤
、
雲

0日
曽
ネ
」B
?

4号
濫

十
累

深
欲

紹
す
修
期

流
繰
支

反
褐

白
、
示
、
電
、
黒

0日
冒
利
B

14
号
渡

土
器

探
鉢

縄
文
後
期

/―
/

粘
土
紐
買
と
付
?

に
ぶ
い
褐

14
号
濡

土
深
鉢

縄
文
後
期

粘
土
紐
貼
付

に
ぶ
い
楊

白
示
黒
、
雲

i4
0、
54
7

14
号
澄

十
深
鉄

綴
支
中
期

―
/―
/

無
文

貢
褐

自
、
黒
、
赤

洋
戸
尻
? 
日
縁
部
破
片

14
号
溝

土
器

探
th

縄
文
中
期

/―
/―

抗
繰
文

褐
日
、
赤
、
雲

下
層

4丹
渡

十
采

溝
欲

紹
す
肺
期

流
繰
支

着
搭

翠
白
、
室

L)
醤

14
号
濫

土
器

濃
鉢

編
文
晩

/―
/

沈
繰
文

明
貢
褐

と
,雷

14
号
緑

土
器

株
鉢

縄
文
中

抗
線
文
、
廉
1突
文

明
褐

白
、
黒
、
雲

下
層

五
領
ヶ
台

4暑
濫
51

十
累

港
鉄

紹
す
肺
朝

沈
繰
支

明
苦
褐

白
、
具
、
各

Lナ
曽

14
号
濠

土
器

深
鉢

縄
文
後
期

/―
/―

沈
繰
文

褐
下
層

14
号
岳

土
器

探
鉢

縄
更
申
期

― /
―
/一

口
属
銘
亥
み
ツケ
綿
甘
期
空
支

tl
■

白
 
星

上
層

五
領
ヶ
台

4号
遺

十
器

深
鉄

紹
す
中
期

口
唇
部
刻
み
沈
繰
文
、
束
∬
突
文

褐
白
、
黒
、
窒

卜
泥
雪

上
鎮
ヶ
育

14
号
鷺

土
器

探
鉢

縄
文
中
期

/―
/―

日
唇
郡
刻
み
、
沈
線
文

1詈
褐

五
領
ヶ
台

4丹
濫

十
県

深
欲

紹
す
中
期

口
属
都
亥
み
流
繰
支

(内
)明
示
褐
(外
)楊

棄
、
白
、
黒

五
領
ケ
台



|

ヽ
劇

|

図
地
点

檀
"Щ

時
期

口
/度
/高
さ
(c
n)

蟹
形
夜
稼

色
調

脂
主
(密
la
_I
十
ブ

江
言
じ
関
谷

偏
考

14
号
溝

十
器

深
鉢

縄
文
後
刺

/―
/―

オ
綿
す
お
主
rバ
そ
の
区
面
内
に
I紹
支
?

褐
白
、
角

14
号
溝

土
器

深
鉢

縄
文
中
期

― /
―
/

沈
繰
文
、
東
U饗
文

明
褐

工
領
ヶ
台

4号
澄

十
器

濃
鉢

編
文
後
刻

/―
/

(外
)
日
唇
郡
亥
」み
、
剰
突
文
(内
源
J突
文

筆
曇
白

4号
溝

土
器

深
鉢

縄
文
晩
期

粂
雇
支

明
示
褐

自
、
黒
、
示
、
雲

4号
溝

十
采

溝
欲

絹
支
循
期

― /
―
/

刺
突
文

に
か
い
赤
褐

票
、
赤
、
雲

14
号
濫

十
器

探
鉢

縄
文
中
期

― /
―
/

沈
線
文
、
刺
突
文

白
黒
、
示
、
軍

4号
溝

土
器

深
鉢

縄
文
後
期

沈
繰
文
、
RL
組
文
?

(肉
X外
)橙

自
、
黒
、
雲

4昇
濫

十
繋

深
欲

紹
文
中
期

― /
―
/

沈
線
文
、
隆
稀
に
多
」
み

明
褐

白
星
ホ
宣

井
戸
厨
?

14
号
溝

土
器

探
鉢

縄
文
後
刻

/一
/

7j
‐
繰
支

(内
)明
示
褐
(外
)裕

14
号
溝

土
器

深
鉢

紹
支
終
期

沈
繰
文
、
LR
縄
文

に
ぶ
い
貢
橙

日
、
黒
、
添
、
雲

原
シ
内

4丹
澄

十
器

没
鉄

紹
文
晩
期

― /
―
/

条
痕
文

椿
白
黒
示
角

4号
溝

土
器

探
鉢

縄
文
中
期

v・
9‐
繰
支
卿
姿
支

に
ぶ
い
責
褐

、
自

五
領
ヶ
台

4号
構

十
器

没
欲

紹
支
中
期

― /
―
/

沈
線
文

日 音
褐

票
、
白
、
赤
、
雲

76
9 
77
0

王
領
ヶ
台

4号
濫

士
器

粉
縄
文
中
期

― /
―
/―

竹
管
文

自
、
黒

五
領
ヶ
台
?

4号
糠

土
器

株
網
す
膝
期

― /
―
/

粂
痕
文

(内
)明
貢
褐
(外
)明
示
褐

4号
澄

十
器

深
鉢

蘊
文
晩
期

― /
―
/

条
痕
文

に
ぶ
い
未
褐

翼
白
示
宣

4号
溝

土
器

深
鉢

縄
文
中
期

功
線
て
、
爪
形
支

楊
五
領
ヶ
台

4号
構
74

十
熙

深
欲

紹
支
Π免
期
?

― /
―
/

粂
反
文

赤
褐

課
、
日
、
赤
、
角

4号
澄

十
器

探
欽

縄
文
後
期

/―
/

沈
線
文
、
RL
縄
文
?

`内

)陪
褐
(外
)明
示
楊

果
白
、
示

I
磨
耗
が
薯
し
し

4号
屋

土
器

深
鉢

縄
文
後
期
?

―
/―
/

L紹
支

褐

37
4号
lF

十
繋

深
欲

紹
支
後
朝
?

― /
―
/

沈
線
文

(内
)明
褐
(外
)褐

白
、
黒
、
雲

4号
濫

士
器

探
鉢

縄
文
中
期

沈
線
文

苦
褐

白
、
黒
、
雲

五
領
ヶ
台
?

4号
溝

土
器

深
鉢

縄
文
中
期

沈
線
文

R音
褐

五
領
ヶ
台

37
4暑
漉

十
器

深
鉢

紹
文
中
期

/―
/―

況
繰
文
、
日
唇
部
亥
」
み
?

掲
白
星
雲

王
領
ヶ
台
? 
口
緻
部
付
IF

4号
溝

土
器

深
鉢

縄
文
中
期

汁
繰
支

褐
自
、
雲

五
顔
ヶ
台

'
4号
濡

十
県

深
欲

綴
支
後
期

―
/―
/

沈
線
文

明
褐

日
、
黒
、
雲

4身
濫

十
器

深
鉢

縄
文
中
剃

/―
/

沈
線
文
、
LR
縄
文
、
低
い
隆
帯

掲
票
白
、
雪

)2
76
29

五
領
ヶ
台

4号
溝

土
器

深
鉢

縄
文
中
期

沈
線
文

褐
自
、
黒
、
雲

五
領
ヶ
台
?

37
4号
進

十
器

注
鉢

絹
文
後
期

/―
/―

(内
源
」突
文
(外
)沈
線
文

赤
褐

塁
白
示
雲

4号
溝

土
器

探
鉢

縄
文
後
翔

/―
/―

力
み
目
降
繰
流
繰
支

明
脅
褐

自
、
示
、
室

堀
之
内

4号
濡
37

土
器

深
鉄

紹
支
中
期

―
/―
/

沈
繰
文

椅
票
、
自
、
雲

王
循
ヶ
台
?

4暑
濫

十
器

深
欽

縄
文
後
期

/―
/―

沈
線
文

明
昔
楊

肇
白
、
ホ
、
室

麻
名
寺

4号
鷺

土
器

深
鉢

縄
文
中
期

沈
繰
支

明
示
褐

自
、
黒
、
雲

4号
溝

十
繋

深
欲

紹
支
中
期

―
/―
/

沈
線
文

赤
褐

白
、
黒
、
雲
、
角

五
領
ケ
台
?

4号
濫

土
器

探
鉢

縄
文
中
期
?

沈
線
文

明
苦
褐

白
、
示
、
室

井
戸
尻
?

4号
澄

土
器

深
鉢

網
立
中
期

爪
形
文

に
ぶ
い
赤
褐

87
4暑
澄

十
繋

深
鉢

編
文
晩
期

/―
/―

条
痕
文

とぶ
い
楊

白
星
、
ホ

4号
溝

土
器

探
TA

縄
文
甲
期

― /
―
/―

流
繰
支

明
褐

自
、
黒
、
角
、
赤

1

4号
濡

十
祟

没
欲

紹
支
瞼
期
?

― /
―
/

粂
反
文

褐

4号
溝

十
器

深
欲

縄
文
中
期
?

/―
/―

沈
線
文

Π音
ネB

、
自
、
黒

14
号
溝

土
器

株
紹
甘
終
卸

沈
繰
文

に
ぶ
い
褐

自
、
赤
、
黒

37
4昇
滝

十
器

深
紹
支
晩
期

/―
/―

条
痕
文

に
ぶ
い
楊

白
興
角

t4
号
濫

土
器

深
鉢

縄
文
lp
_剰

― /
―
/―

粂
痛
支

に
ぶ
い
褐

自
、
示
、
室

14
号
篇

土
器

深
欲

紹
支
Π第
期

― /
―
/

条
反
文

白
、
黒
、
赤
、
雲
、
角

4丹
澄

十
器

深
欽

紹
文
後
期

/―
/

沈
線
文

明
褐

堀
乏
肉

4号
滝

土
器

深
鉢

縄
文
中
期

沈
線
支
、
雅
十
紐
貼
付

褐
五
領
ヶ
台

4号
構

十
繋

深
欲

蘊
支
中
期

― /
―
/

舟
(形
文

に
か
い
赤
掏

白
室
星

4号
濫

土
器

探
鉢

縄
文
中
期
?

沈
線
文

明
褐

自
、
黒
、
室

4号
糠

土
器

深
鉢

紹
す
中
期

暗
褐

ヨ
、
雲

4号
澄

十
器

決
鉄

蘊
文
中
期
?

― /
―
/

沈
線
文

褐
ヨ
 
隻

14
号
溝

土
器

深
鉢

縄
文
中
期

― /
―
/―

器
十
F■
貼
付

褐
自
、
雲
、
黒

井
戸
尻
?

14
号
濡

土
器

没
鉄

績
支
中
期

― /
―
/

暗
褐

白
、
雲
、
角

14
号
渡

十
器

没
歓

縄
文
中
期

汁
繰
甘
姑
十
紐
貼
付

日音
楊

角
上
槻
ヶ
含
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器
種

時
期

日
/底
/高
さ
(c
m)

蟹
形
硬
法

色
調

注
記
内
る

傭
考

潰
橋
外
4
土
RI
Il
管
土
器
内
井
鍋

ナ
デ

に
ぶ
い
精

白
、
示
、
角

遺
格
外
5
十
師
暫
十
球
内
耳
鍋

中
世
～
折
世

ナ
デ

に
ぶ
い
褐

日
、
赤
、
角

活
構
外
6

陶
器

行
平
内
耳
鍋

19
c後
半

(1
80
)/
―
/―

褐
I地
系

遺
橋
外

7
土
器

深
鉢

縄
文
晩
期

― /
―
/

粂
雇
支

着
橋
外
8

十
繋

深
鉄

編
支
中
期
?

― /
―
/

況
線
文

褐
¬
未
室

潰
橋
外
9

土
器

探
鉢

縄
文
晩
期
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第 8表 遺物観察表 (石器 )
‖ 併 銀 授 /甲色/,早 夏さ鸞 伯んな 在 有

2才■ 磨 石 70/64/35 2250 涯 争山

4 タ 膠 χ 0/RR/52 ら940 角 関 石 石 安 山岩 灰 臼

4 63/102/23 191 0 ホルンフェアレス 暗 灰

60/5^4/1 3 620 砂

R■ 析 4∩ /RR/09 3R90 ▼少 灰

8号 杭 景 51/81/10 ▼〉: 灰

fIテイ十術 7 67/4^9/1ヽ 0 砂 井 jk

8↓ナ 林 49/194/07 470 砂 浩 灰

8号 tn~ 11.2/29/07 220 岩 灰

R持十術 4^9/51/06 井 一ｋ

81ナ 抗 Rll 16/46/10 640 井 灰

8号 十抗 磨 石 68/44/34 141.0 輝 石 安 山 灰 首

2ウキ返霊 磨 48/42/32 臆 名 野 田 芽 肢 百

4号煽 87/4.7/12 おR抱生攻慈力(テ

4手予 12.0/5,0/1.1 97.0 貢 岩 灰 555
4手■覇霊 打 74/6と /08 ホルンフェアレス 灰 オ リー フ 1:i

4号績 7 斧 9.6/4.4/1.3 ホルンフェアレス 浅 貢

4手争 94/52/15 寅え択ホルンフェアレス化 ?)
打 84/53/1 6 冨 芳

4号凝 77/8.7/1.4 120.0 ホルンフェアレス

14手子珀 1 73/4.7/07 ホルンフェアレス 浅 責

打 百君 (ホルンフェアレスイ監`P にふいj東橙
4号凝 石 4.0/6.0/1,1 砂 岩

「潰 構 外 石 4.0/7.6/1.0 400 砂 井 灰 17

197■ビット 名 1/6_3/0_9 砂 井 盲 井 古 炊 1244

試 掘 16.5/7.8/3.0 砂 岩 灰 貢

試 和 106/84/30 ホルンフェアレス にふいi首

4号馬 Щ狛 9_4/96/48 6400 旗 万 箸 III に心 い i黄褐

4号溝 凹 石 9.6/84/41 3370 輝 石 安 山 ニン民主し

兄73,■ |ット 凹 冶 , 井 H普サ火 1297

4号 | 石 鏃 27/14/04 目 里
い

J基 無 茎 鏃

"14手子I 石 1.6/0,9/0.3 黒 曜 石 里
ト

4,■瑠霊 箔 2 1/1 3/08 072 黒 躍 ね 塁
ト

4号 | 万写, 2.2/12/0.5 黒 曜 石 黒 」丞無茎飯

4 14号望 石 26/16/04 黒 躍 石 塁
ト

IΩb笑

4 名 /OI 算きH霧名 塁
ト

4 石 i 16/0,9/0.2 0.25 黒 曜 石 半誇 明 熙憂蜃ま

4才手平置 猛 1/08/02 0.19 黒 曜 石 半め 明

潰構 タ 笑唄 希 Z4r 黒 睦 ね 里
い

1388 男夕 型 央

第 9表 遺物観察表 (石造物、石・土製品)
加 ,ほ 劣 套罠 長 /甲呂/厚  I 函 バ g 伯んな 狂 tIL

窄 鳳 玲 150/144/1l f 易R400 伯 関 石 テ /サ イ ト 百 :の竪輪潮幼

11 2 砥 石 7.1/2.1/0,8 用

3 泥 面 平 20/24/07 朋 未 楊 〔テーフは笹

第10表 遺物観察表 (金属製品)
配 長 cm 幅 cm )早さc皿 注 記 備 考

埋 10_8 1272 い 口

lo手手| 煙 子 銅 1045 雁 首

14号溝 ⇔丁 鉄 (9.3)

℃T 徴 4_5 0^75

14号溝 打 9 鉄 (5.4)

潰構 外 釘 鉄 11.7) 1324
10持矯 釧

９

・
鉄 1263

1暑濫 鎌 ? 鉄 12.6 1.5 134

-76-



写真図版 1

滝坂遺跡調査区全景



写真図版 2

調査前状況 調査区と周辺

調査風景 調査風景

9(左 )・ 10号溝 (右 ) 14号溝 (谷 )

14号溝遺物出土状況 14溝深掘部分



写真図版 3

2号土坑出土炭化物 7号土坑遺物出土状況

8号土坑小礫検出状況 10号土坑断面

10号土坑下層炭化物出土状況 4号土坑

15号土坑 1号掘立柱建物



写真図版 4

2号掘立柱建物 3号掘立柱建物

4号掘立柱建物 165号 ピット遺物出土状況

273号ピット遺物出土状況 217号ピット遺物出土状況

217号ピット礎板石 発掘調査参加者



写真図版 5
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写真図版 6
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写真図版 8
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写真図版 10

1.モ ミ属 (200ピ ット;柱材 ?)
2.ブナ属 (200ピ ット;柱材 ?)
3.コナラ属ヨナラ亜属クヌギ節 (2号土坑 ;No,1172)
a:木 口,b:柾 日,c:板 目

■■■■■■■■■■■■ 200 μ m:2-3a

200 μ m:la,2-3b,c

100 μ m:lb,c
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